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所沢市社会福祉協議会 地域福祉活動推進会議 委員⻑ 

東京通信大学人間福祉学部人間福祉学科 教授 
         田中 英樹 

 
ここに、令和元年度の CSW たちの活動を自分たちでまとめた第二報とも言うべき、CSW 報

告書が上梓されました。  
本報告書は、単に活動の足跡を記しておくだけでなく、データをしっかりと読み解き、実践が

切り開いてきた地平や今後の⽅向性を示す貴重な資料となっています。報告書の中身は読んで頂
ければお分かりと思いますが、一言ふたこと、コメントを述べておきます。 

まずは、CSW についてです。21 世紀に入り福祉ニーズの増大が急速に広がり、これまでの低
所得者、⼦ども、障害者、⾼齢者などの対象別の施設や相談機関の対応や、後追いで法律を整備
することでは対応できない、いわゆる「複合的なニーズ」が顕在化してきました。そこで登場し
てきたのが、CSW という地域基盤の福祉専門職です。CSW は、個別の支援活動を担いながら
も、ニーズの根源である環境にも働きかける、つまり誰にとっても暮らしやすい地域づくりをめ
ざして住⺠と共に活動する福祉の新しい担い⼿のことです。 

次いで、報告書でも重要なキーワードであるアセスメントについてです。アセスメントは、個
別ケアにおいても地域全体においても援助過程の最初の段階になります。アセスメントは、利⽤
者の生きる（生活する）⾒通しを CSW と一緒に探すことであり、また、 地域にとってはその
解決基盤を構築していくために必要な⾒⽴てのことを言います。そのため最も大事なことは、そ
こにストレングスを発⾒することです。報告書の短い⽂章の中に、クライエントだけでなくきっ
と CSW の成⻑も、すなわちストレングスを⾒つけることもできるでしょう。 

この報告書は、所沢市社会福祉協議会が平成 27 年度のモデル配置を経て、平成 28 年度から市内全
⾏政区に配置し活動を開始したコミュニティソーシャルワーカー（以下、CSW）の取り組みや相談対応
から⾒えてきた現状と課題について「⾒える化」を試みるものです。 

CSW は個別の支援を⾏いながらニーズの共通性に着目し、地域の生活課題に向け、住⺠や関係機関・
団体と協働して支え合いのまちづくりに取り組む専門職です。CSW の配置から 5 年、CSW はいくつ
もの複雑な課題を抱え SOS を発することなく地域から孤⽴している等、生きづらさや生活に困難を抱
えている⽅や世帯をいかに⾒出し必要な支援につなげていくか、そして支援を起点に安⼼して暮らせる
まちづくりにつなげていけるかを模索してきました。 

そのような中、コロナウイルス感染拡大により、新たな地域福祉推進のあり⽅を考えざるを得ない局
面を突然迎えることとなりました。緊急事態宣言下において CSW の活動が制限される中で取り組んだ
ことも少し触れていますが、新しい生活様式における支援のあり⽅は喫緊の検討課題です。 

令和元年度に所沢市で実施された「第 3 次所沢市地域福祉計画策定に関する市⺠意識調査」では、
CSW についての市⺠の認知度の低さが明らかとなりました。本報告書が CSW の活動について広く市
⺠の皆様の理解を広げ、支え合いのまちづくりを地域住⺠、関係機関・団体の皆様とともに一層進める
きっかけとなれば幸いです。  

社会福祉法人 所沢市社会福祉協議会 
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■コミュニティソーシャルワーカー（CSW）とは  
地域を基盤として活動し、地域の中で支援につながらず困っている⽅を発⾒し、支援します。従来の

制度や法の枠組みのなかでは⼗分に対応できない、いわゆる〝制度の狭間〟で困りごとを抱える人に寄
り添いながら、ニーズの共通性に着目し、地域の生活課題の解決に向け、地域住⺠と協働して新しい仕
組みづくりにとりくむ専門職です。 
◎市内11⾏政地区ごとに担当 CSWを 配 置し てい ま す 。 
 

 
キャッチフレーズ 

ささえる つながる みつけだす 
 
●ささえる 

ひきこもり、セルフネグレクト（福祉サービスを拒んだり、本人が支援の必要性を感じていない等）や
いわゆる「ごみ屋敷」の問題など適切なつなぎ先がない⽅、複数の生活課題を抱えている等、アウトリー
チ※１を基本とした相談支援を⾏っています。制度の狭間で生活のしづらさや、生きづらさを抱える課題
を、自治会・⺠生委員･児童委員・ボランティア等、地域住⺠と協⼒しながら、課題の解決に向けて一緒
に取り組んでいます。また、所沢市こどもと福祉の未来館 1 階に設置する福祉の相談窓口担当職員の他、
必要に応じて福祉、保健、教育等関係機関等とも連携して支援しています。 
※１ アウトリーチ…積極的に対象者の居る場所に出向いて働きかけること 

 
【⽣活上の様々な困りごと・課題の例】 
 離職による生活困窮 
 加齢による体⼒低下や認知症のため身の回りのこと（買物・掃除・ゴミ出し等）ができなくなる 
 たくさんの問題を抱え、どこに相談していいのかわからない 
 ⻑い間自宅に引きこもっていて、一歩を踏み出せない 
 介護・育児（ダブルケア）によるストレス、虐待 
 定年退職後、何も楽しみ・生きがい（趣味等）がない 等 

 
●つながる 

自ら SOS を発信できない⽅たちや、社会的孤⽴により支援につながらない⽅ 
等を、地域の中で活動することを通して地域住⺠の声をもとに、問題が重篤化 
する前に発⾒し、必要なサービスへつなぎます。また、住みなれた地域で安⼼ 
して暮らせるよう、住⺠活動による支援とつながるためのサポートをしています。 
 人と人をつないだり、人と情報をつないだり、様々な場面で「つなぐ」役割を 
担っています。 

 
【CSW がつなぐ住⺠活動の例】 
 ボランティア活動・サークル活動等 

 ⾼齢者サロン・⼦育てサロン・多世代型サロン等 

 こども食堂・学習支援等 

CSW の主な活動  
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●みつけだす 
地域で開催される会議体や相談会に参加するとともに、地域の中で⼼配な⽅や気になる⽅と CSW が

つながれるように、相談会の開催や⽇頃からの関係づくり、周知活動を⾏っています。また、住⺠懇談会
等を開催して、地域課題の把握にも努めています。 

 
【会議体や相談会の例】 
 地域づくり協議会・地区社協との連携・協働 

 地域ケア会議への参加 

 住⺠懇談会など福祉情報交換会の開催 

 各地区の身近な相談窓口の設置等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度各地区 CSW 配置図 
所沢社協だより No.92 より 

住⺠への周知や 
個別支援でのアプローチに 
チラシを活⽤しています➡ 
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CSW活動報告

Ⅰ 相談集計表

【 総合的福祉相談（個別相談支援、被災者支援、その他） 】 【 相談対応件数 （延べ件数）】

【 対象者種別 】 【 相談方法 】

【 相談者 】 【 対象者 】

1,469
1,9473,232

令和元年度 平成30年度

57.5%
構成比

継続相談
合計

個別相談支援
被災者支援

その他

生活保護
施策利⽤なし
団体等
その他
合計

電話相談
訪問
来所
相談会

合計（延べ件数） 3,232
242
12

470
3,232

令和元年度
新規相談 628

2,604

令和元年度

令和元年度

1,575
延べ件数

平成30年度
478

実人数実人数延べ人数

4.9%
10.0%392

481
844

24.7%
43.3%

構成比
平成30年度

延べ件数

6.0%
1,971 61.0% 16

8

平成30年度

59
124

9.9%

140 4.3% 116

延べ件数 構成比

合計 3,232
193

100.0%
6.0%

100.0%
7.1%その他 138

出先にて
14.5%

100.0%

本人
⺠生委員
家族 265 8.2% 171

1,119
延べ件数

21

181
19
17

0〜9歳
10〜19歳

128
139

22
16

20〜29歳
30〜39歳

60〜64歳

48

78 15

40〜49歳
50〜59歳

28
42

243
376

70〜74歳
75歳以上

290
543

33
59

280
552

190

1,947

12
14
21

190
328合計 3,232

1,009

65〜70歳 197

年齢不明

27
77

260
41

15
33
6

786

133
195

5
8.8%

延べ人数

55 8

2,978
令和元年度 平成30年度

1,721
24

202
1,947

1,947

195
96

193

構成比
48.7%
19.2%
12.1%
2.4%

11.6%
77

374

621

その他
合計

延べ件数 構成比
31.3%1,010

674
370
231
412
65

20.9%
11.4%
7.1%

12.7%
2.0%

1,947

高齢者
障害者
子ども

関係機関
近隣住人

21.1%

100.0%
72 3.7%89 2.8%

3,232 100.0%

19.8%
84 2.6% 4.3%83

683 386

CSWは、誰もが安⼼して地域で暮らせるように⺠生委員・児童委員やボランティア等の各種関係機

関・団体の皆様、自治会・町内会、地域づくり協議会等の皆様と連携し、居場所づくりや支え合いの

しくみづくりを進めました。

この表は、平成31年4月1⽇から令和2年3月31⽇に、CSWが対応した相談件数、相談対象者の種別

及び年齢層、相談方法、相談内容を集計したものです。

CSW の支援は⻑期にわ
たるケースが多いため、年
度を重ねることで支援対象
者が増加してい く傾向に
あります。
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【 相談内容 】

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

【 対象者年代別相談者 】

25

181

相談内容
平成30年度令和元年度

140

50〜59歳
40〜49歳
30〜39歳
20〜29歳
10〜19歳
0〜9歳

2
0

87
79
35
129
185
214

対象者年代 本人

1
1
0

合計
128
139
48

243

合計
年齢不明
75歳以上
70〜74歳
65〜70歳
60〜64歳

95
194
277
626

1,971
31

71
1
2

関係機関

7

⺠生委員

39
26
9

10
81

36
84683

200
84
74
96

265
82

12
212

110
15
22
0
21

1,009
3,23289

34
20
9
1
6
8 376

78

3
0
3
1
4

その他近隣住人
0
15
0
3
1

24 1.2%
61 3.1%

4

2.3%

1,947 100.0%
その他 99 202 10.3%

0.5%
0 0.0%

155 8.0%
53 2.7%

2.7%
0.0%

9

7.5%
6.4%

15 0.8%
3 0.2%

（非⾏）3

0.2%
16 0.8%
20 1.0%

110 5.6%
37 1.9%

3

0.2%
17 0.9%
35 1.8%

39 2.0%
13 0.7%

2

0.2%
73 3.7%

155 8.0%

5 0.3%
110 5.6%

0.1%
162 8.3%
23 1.2%

サービス利⽤
病気
けが
障がい（手帳有） 176

27
104
150

延べ件数 延べ件数 構成比
98 5.0%

124 6.4%
13 0.7%
92 4.7%

3.3%
7.9%

0.8%
5.4%

障がい（疑い）
メンタルヘルスの課題（うつ・不眠・不安・依存症・適応障害など） 255

108

構成比
4.6%
3.2%

76 3.9%
150 7.7%

0.8%
9.8%

0.3%
2.4%

自死企図
住まい不安定
ホームレス
経済的困窮 317

27
76
11

0.9%
0.9%

0.5%
2.5%

（多重・過重）債務
家計管理の課題
就職活動困難
就職定着困難 30

28
81
15

7.2%
1.9%

7.2%
7.2%

生活習慣の乱れ
社会的孤⽴
家族関係・家族の問題
不登校 60

234
234
234

1.8%
1.4%

0.6%
0.1%

ふくし学習（初回相談のみ）
中卒・高校中退
ひとり親
ＤＶ・虐待 44

58
3

19

0.8%
1.1%

0.6%
0.0%

外国籍
刑余者
コミュニケーションが苦手
能⼒の課題（識字・⾔語・理解等） 36

25
0

20

0.4%
1.7%

被災
介護
育児
LGBT 1

88
54
12

合計 3,232

19
14

4.9%地域との関係
ボランティアしたい
ボランティアしてほしい 207

20
4

家族
3

相談内容(対象者との関係)

50 6
197
290
543

3
2
10

242
157

45
3.1%

100.0%

匿名での相談やちょっと

気になる人がいるという

相談の場合、年齢がわか

らないため年齢不明が多

くなっています。
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【
 対

象
者

年
代

別
主

な
相

談
内

容
 】

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33
34

0〜
4

0
0

3
8

3
0

1
0

14
0

1
0

0
16

0
20

13
1

0
9

0
0

0
1

0
0

1
21

0
1

7
3

1

10
〜

2
0

0
21

5
1

0
0

0
10

0
5

2
0

3
17

17
8

0
3

3
2

0
0

0
0

0
0

15
0

3
15

6
1

20
〜

0
0

0
1

0
3

0
0

0
3

0
0

1
0

2
3

6
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
0

2
0

3
0

21
0

30
〜

1
2

0
29

12
47

3
0

0
7

1
21

2
9

5
7

13
0

0
0

1
0

0
0

2
1

0
0

4
0

3
3

8
0

40
〜

8
10

0
21

7
26

0
6

0
22

5
1

2
4

47
11

21
1

1
0

3
1

4
0

2
1

3
0

4
1

0
6

18
7

50
〜

14
25

3
24

17
33

1
10

0
26

0
0

4
7

28
25

33
7

2
0

11
9

11
0

3
9

0
1

8
0

18
24

17
6

60
〜

6
3

0
3

0
1

0
4

7
7

0
0

4
1

4
2

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

2
0

0
11

10
3

65
〜

17
16

0
16

0
7

2
4

0
37

5
7

2
0

16
20

3
0

0
0

0
0

0
0

2
3

0
5

0
0

0
16

12
7

70
〜

5
4

0
0

0
30

3
16

2
51

0
13

0
1

44
30

6
0

1
0

1
8

0
0

0
0

4
7

8
0

22
9

16
9

75
〜

59
22

6
3

28
35

0
24

0
48

3
25

8
0

41
64

39
0

1
0

0
2

3
0

6
8

0
22

0
0

26
50

11
9

不
明

34
22

18
55

31
69

2
11

18
92

1
8

3
8

28
55

68
31

13
0

30
19

2
0

9
14

5
16

24
0

81
10

1
85

56

合
計

15
0

10
4

27
17

6
10

8
25

5
11

76
27

31
7

15
81

28
30

23
4

23
4

23
4

60
19

3
58

44
20

0
25

36
12

54
88

1
15

7
24

2
20

7
99

構
成

比
4.

6%
3.

2%
0.

8%
5.

4%
3.

3%
7.

9%
0.

3%
2.

4%
0.

8%
9.

8%
0.

5%
2.

5%
0.

9%
0.

9%
7.

2%
7.

2%
7.

2%
1.

9%
0.

6%
0.

1%
1.

8%
1.

4%
0.

6%
0.

0%
0.

8%
1.

1%
0.

4%
1.

7%
2.

7%
0.

0%
4.

9%
7.

5%
6.

4%
3.

1%

1
サ

ー
ビ

ス
利

⽤
16

社
会

的
孤

⽴
31

地
域

と
の

関
係

2
病

気
17

家
族

関
係

・
家

族
の

問
題

32
そ

の
他

3
け

が
18

不
登

校
33

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

し
た

い
4

障
が

い
（

手
帳

有
）

19
ふ

く
し

学
習

（
初

回
相

談
の

み
）

34
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
し

て
ほ

し
い

5
障

が
い

（
疑

い
）

20
中

卒
・

高
校

中
退

6
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 Ⅱ 地区別支援回数（個別支援・地域支援）

【所沢地区個人支援順位】 【所沢地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 26 ボランティア活動をしたい 1 43 社協が運営する拠点活動
2 23 今後の対応についての相談・打ち合わせ 2 28 地域の居場所（サロン・体操等）
3 6 近隣トラブル 3 12 ふくし掲⽰板管理
3 6 ボランティア要請 4 10 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

5 4 今後の不安 5 6 地域福祉サポーターの取り組み
5 4 ごみ屋敷 6 3 地域⾏事への参加・協⼒
7 3 精神障害 6 3 担い手・ボランティア活動の相談支援
7 3 経済困難 8 2 地域ケア会議（第2層協議体）
7 3 ひとり親 8 2 第２層ＳＣ※２との連携
­ 12 その他 ­ 4 その他

【松井地区個人支援順位】 【松井地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 69 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 63 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

2 30 関係者との情報共有 2 60 ふくし掲⽰板管理
3 25 ごみ屋敷 3 58 地域の居場所（サロン・体操等）
4 19 ボランティア活動をしたい 4 35 地域⾏事への参加・協⼒
5 15 安否確認 5 29 地域福祉サポーターの取り組み
6 11 生活支援 6 24 ふくし学習（学校関係）
7 7 どこに相談したらいいか 7 21 こども支援（こども食堂・学習支援）
7 7 高齢 8 11 相談会の開催
7 7 引きこもり 9 10 地域ケア会議（第2層協議体）
10 6 精神障害 ­ 10 その他の会議
10 6 今後の不安

【柳瀬地区個人支援順位】 【柳瀬地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 27 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 30 ふくし学習（学校関係）
2 12 ボランティア活動をしたい 2 23 地域からの問い合わせ・対応
3 11 ⾦銭管理 3 17 こども支援（こども食堂・学習支援）
3 11 ボランティア要請 4 10 地域の居場所（サロン・体操等）
3 11 こども食堂 4 10 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

6 9 家族関係 6 8 担い手・ボランティア活動の相談支援
7 7 近くで通える場を知りたい 6 8 相談会の開催
8 5 学習課題 8 7 ふくし掲⽰板管理
8 5 ふくし学習相談 9 5 地域⾏事への参加・協⼒
10 4 関係者との情報共有 ­ 10 その他

順位別相談内容（H31.04〜R02.03）

※SC…生活支援コーディネーター（高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進していくことを目的とし、地域において、
   生活支援および介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート機能を果たす者）

CSWによる相談対応や支援の内容を地区ごとに集計したものです。また、市内全体にか

かわる支援や市外の支援についても集計しています。

全体で⾒ると、前年度よりも「関係者との情報共有」が多くなっており、多様な⽅々と

の連携が進んできています。
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【富岡地区個人支援順位】 【富岡地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 19 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 32 地域の居場所（サロン・体操等）
2 15 ボランティア要請 2 18 相談会の開催
3 10 経済困難 3 15 地域⾏事への参加・協⼒
4 9 近隣トラブル 4 9 ふくし掲⽰板管理
5 5 関係者との情報共有 5 6 担い手・ボランティア活動の相談支援
5 5 ボランティア活動をしたい 5 6 ふくし学習（学校関係）
7 3 高齢 7 5 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

7 3 ⾦銭管理 8 4 地域ケア会議（第2層協議体）
9 2 介護 ­ 15 その他の会議
­ 25 その他 ­ 9 その他

【新所沢地区個人支援順位】 【新所沢地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 24 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 28 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

2 12 ボランティア活動をしたい 2 11 相談会の開催
3 10 近隣トラブル 3 9 第２層ＳＣとの連携
3 10 関係者との情報共有 4 6 地域福祉サポーターの取り組み
5 8 ボランティア要請 5 5 ふくし掲⽰板管理
6 7 どこに相談したらいいか 6 4 地域⾏事への参加・協⼒
7 6 家族関係 6 4 企業・商店等の地域公益活動支援
7 6 安否確認 8 2 地域の居場所（サロン・体操等）
9 5 経済困難 8 2 地域ケア会議（第2層協議体）
­ 18 その他 ­ 5 その他の会議

【新所沢東地区個人支援順位】 【新所沢東地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 15 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 7 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

2 7 ごみ屋敷 2 4 第２層ＳＣとの連携
3 6 ボランティア要請 3 2 地域ケア会議（第2層協議体）
4 5 ボランティア活動をしたい 3 2 人材育成・講座・学習等（学校関係以外）

5 2 ⾃宅内を整頓したい 3 2 ふくし掲⽰板管理
5 2 どこに相談したらいいか 6 1 こども支援（こども食堂・学習支援）
7 1 不安 6 1 ふくし学習（学校関係）
7 1 今後の不安 ­ 1 その他の会議
7 1 孤⽴
­ 14 その他

【三ヶ島地区個人支援順位】 【三ヶ島地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 23 ボランティア活動をしたい 1 10 第２層ＳＣとの連携
2 18 騒音問題 2 7 地域福祉サポーターの取り組み
3 16 近隣トラブル 2 7 地域⾏事への参加・協⼒
4 13 今後の対応についての相談・打ち合わせ 4 4 地域ケア会議（第2層協議体）
5 6 精神障害 4 4 こども支援（こども食堂・学習支援）
5 6 ボランティア要請 4 4 ふくし学習（学校関係）
7 5 家族関係 4 4 地域の居場所（サロン・体操等）
8 4 今後の不安 8 3 人材育成・講座・学習等（学校関係以外）

8 4 経済困難 8 3 関係機関との調整
­ 4 その他 ­ 4 その他の会議
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【小手指地区個人支援順位】 【小手指地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 44 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 35 地域の居場所（サロン・体操等）
2 36 ごみ屋敷 2 13 第２層ＳＣとの連携
3 30 近隣トラブル 3 9 地域⾏事への参加・協⼒
4 15 安否確認 3 9 地域ケア会議（第2層協議体）
5 14 経済困難 5 5 ふくし学習（学校関係）
5 14 ボランティア活動をしたい 5 5 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

7 13 どこに相談したらいいか 5 5 地域福祉サポーターの取り組み
8 9 ⾦銭管理 8 2 相談会の開催
9 7 家族関係 8 2 ふくし掲⽰板管理
­ 10 その他 ­ 10 その他

【山口地区個人支援順位】 【山口地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 27 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 19 社協が運営する拠点活動
2 16 経済困難 2 15 地域の居場所（サロン・体操等）
3 15 今後の不安 2 15 こども支援（こども食堂・学習支援）
4 11 ボランティア活動をしたい 4 12 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

5 9 こども食堂 5 4 地域⾏事への参加・協⼒
6 7 病気 6 2 地域福祉サポーターの取り組み
6 7 実施⽅法についての相談 6 2 地域ケア会議（第2層協議体）
6 7 関係者との情報共有 6 2 担い手・ボランティア活動の相談支援
9 6 家族関係 ­ 10 その他の会議
­ 18 その他 ­ 7 その他

【吾妻地区個人支援順位】 【吾妻地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 9 ボランティア活動をしたい 1 19 地域の居場所（サロン・体操等）
2 5 どこに相談したらいいか 2 13 ふくし学習（学校関係）
3 4 経済困難 3 6 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

4 3 高齢 4 5 こども支援（こども食堂・学習支援）
4 3 近隣トラブル 5 4 地域福祉サポーターの取り組み
4 3 引きこもり 6 2 地域ケア会議（第2層協議体）
7 2 病気 6 2 第２層ＳＣとの連携
7 2 精神障害 6 2 企業・商店等の地域公益活動支援
7 2 今後の対応についての相談・打ち合わせ ­ 9 その他の会議
7 2 ボランティア要請 ­ 4 その他

【並木地区個人支援順位】 【並木地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 25 不安 1 57 相談会の開催
1 25 今後の対応についての相談・打ち合わせ 2 54 こども支援（こども食堂・学習支援）
1 25 ボランティア活動をしたい 3 15 地域の居場所（サロン・体操等）
4 24 関係者との情報共有 4 10 ふくし学習（学校関係）
4 24 こども食堂 5 7 地域づくり協議会・⾃治連・地区社協・⺠児協等の会議

6 17 今後の不安 6 6 ふくし掲⽰板管理
7 14 どこに相談したらいいか 7 5 地域福祉サポーターの取り組み
8 12 ごみ屋敷 8 4 第２層ＳＣとの連携
9 11 ボランティア要請 9 3 地域ケア会議（第2層協議体）
­ 75 その他 ­ 12 その他
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【市内全域地区個人支援順位】 【市内全域地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 6 ボランティア活動をしたい 1 41 関係機関との調整
2 3 今後の対応についての相談・打ち合わせ 2 12 担い手・ボランティア活動の相談支援
2 3 ボランティア要請 2 12 こども支援（こども食堂・学習支援）
4 2 こども食堂 4 10 人材育成・講座・学習等（学校関係以外）

5 1 ふくし学習相談 ­ 43 その他の会議
5 1 どこに相談したらいいか ­ 17 その他
­ 4 その他

【市外・その他地区個人支援順位】 【市外・その他地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容
1 7 今後の不安 1 16 関係機関との調整
1 7 ボランティア活動をしたい 2 4 地域からの問い合わせ・対応
3 6 ボランティア要請 3 2 地域⾏事への参加・協⼒
4 4 こども食堂 3 2 こども支援（こども食堂・学習支援）
5 3 今後の対応についての相談・打ち合わせ 5 1 担い手・ボランティア活動の相談支援
6 2 精神障害 5 1 第２層ＳＣとの連携
6 2 どこに相談したらいいか 5 1 ふくし学習（学校関係）
8 1 近くで通える場を知りたい ­ 5 その他
­ 6 その他

CSWは個別の相談や、地域の居
場所づくり、支え合いの活動へ
の支援、ネットワークの構築や
情報共有、ふくし学習等、多岐
にわたる活動をしています。
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Ⅲ 地域の実態把握及び支援

その他 14

その他の会議（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡協議会、市⺠活動⽀援ｾﾝﾀｰ等の会議） 31

企業・商店等の地域公益活動⽀援 5

ふくし学習（学校関係） 36

地域の居場所（サロン・体操等） 41

地域ケア会議 18

地域⾏事への参加・協⼒

相談会の開催 45

17

担い手・ボランティア活動の相談⽀援 7

平成30年度

39

22

内容 令和元年度

こども⽀援（こども食堂・学習⽀援） 27

地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議 23

16

31

3

47

7

99

4

29

27

CSWは個別の相談対応や、担当地区において課題や社会資源等の実態把握及び様々

な取り組みに対する⽀援を⾏っています。個別の相談から⾒えてくる地域のニーズを

地域住⺠や関係団体等と共有し、その解決に向けた話し合いや具体的な取り組みを通

じて、地域のつながりづくりや⽀え合いの仕組みづくりを進め、地域の福祉⼒向上を

図っています。この表は、地域におけるその具体的な⽀援や内容を集計したものです。

令和元年度の特徴としては、主に市内⼩中学校等からの「ふくし学習」に関する

相談対応や⽀援が前年度と⽐較して増加しました。また、令和2年2月後半から新型

コロナウイルス感染拡大防止のため、会議等が中止になり、数値が減少しています。
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まちづくりプロジェクト（小手指地区）

ネオポリス買い物支援隊食事会（富岡地区） 椿の茶の間（小手指地区・⼭⼝地区）

市内に在住・在学する高校生が集まり、地
域を盛り上げるための話し合いにCSWも参
加しました。

関係機関や地域住⺠の⽅々と共に「所沢市
地域福祉活動計画〜ところWITHﾌﾟﾗﾝ〜」
の進⾏管理を⾏っています。

【地域においてCSWが支援でかかわった各種取り組みの様子】

関係者との食事会に参加し、利⽤している
住⺠、ボランティア等と気軽に相談しても
らえる関係の形成を⾏っています。

地域福祉活動推進会議

令和元年6⽉19⽇ 令和元年11⽉7⽇

令和2年2⽉3⽇令和元年5⽉31⽇

地域の⽅々にアンケートを⾏い、地域の活動
に関心がある⽅を募り、百歳体操をはじめと
したコミュニティの場を設けています。

CSWは、アウトリーチ（積極
的に出向いて働きかけること）

を基本に活動しています︕
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みかじまさんさん芋煮会（三ケ島地区） おおたかの森（ボランティア活動支援）

⾦⼭食堂だれでもランチ（所沢地区） 新堀くつろぎサロン（⼭⼝地区）

ボランティア体験に参加したことをきっか
けに、ボランティア団体と学校とのつなが
りができ、CSWの活動の広がりが持てまし
た。

地域福祉サポーター発案の地域のつながり
づくりのための企画運営をサポートしまし
た。

令和元年6⽉19⽇

令和元年10⽉23⽇

令和元年8⽉22⽇

令和元年9⽉25⽇
⽉1回、こどもから大人までが集い、昼食
をみんなで作って食べる活動です。⽴上げ
からCSWが関わり、企画運営をボランティ
アとともに検討し、必要な⽀援を⾏ってい
ます。

地域の⽅や自治会役員が中心となり、高齢
者の居場所づくりを考え、CSWが活動の⽴
上げに関わりました。

CSWは、人と人、人と場所、

人と情報をつなぎながら、地域

の中で活動しています。
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みんなであそぼ︕（吾妻地区） 手話サークル一二三（ボランティア活動支援）

ふくし学習（学校関係）

ふくし学習（学校関係） 富岡地区認知症サポーター

三ヶ島地区まちづくり推進会議地域福祉部会

令和元年10⽉30⽇

令和元年9⽉3⽇

市内の小中学校で、CSWが講師となり「ふ
だんのくらしのしあわせ」をテーマに、ふ
くし学習プログラムを提供しました。

地域住⺠を対象に「人生100年時代を生きる」
をテーマに講演とトコろん元気百歳体操実
演の2部制で講演会を開催しました。

夏休みの期間にボランティア活動を体験するプ
ログラムを協働で企画し、手話や聴覚障がいに
ついて理解する講座を実施しました。

⽉1回、地域の幼稚園に協⼒を得て、高齢者と
こども、若い⺟親が交流するイベントを、地
元のサークル団体と共催で開催しています。

令和元年9⽉23⽇

令和元年10⽉8⽇

令和元年11⽉25⽇ 令和元年8⽉23⽇

富岡地域づくり協議会、富岡地域包括⽀援セ
ンターとCSWによる共催で開催しました。

小学校のふくし学習において、障がい当事者
を講師として迎えるため、CSWが講師と学校
をつなぐ授業への協⼒を⾏いました。
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■まとめ 
 
Ⅰ データから⾒る考察 
つながりを絶やさない相談支援 

令和元年度は個別ケースの相談件数が、延べ件数で3,232件となり、平成30年度
に比べ大きく増加しています。困りごとを抱えた住⺠がその不安などから、1日や
1週間のうちに複数回連絡が入ることも少なくありません。また、複合的な課題が
ある世帯や自らSOSを出すことができない世帯に対しては、地域の⽅に⾒守りをお
願いした後も、CSWが定期的に訪問する等、必要に応じて一定の関わりを続けて
います。最初の困りごとが解決しても支援終結とせず、地域の中でつながりを絶や
さないような支援を心がけており、これはCSWの支援の特徴でもあります。結果
として終結件数は少なくなり、相談支援件数の増加にもつながっています。 
 
多様化・複雑化する相談内容 

令和元年度も「経済的困窮」の相談内容が最も多く、無年⾦や年⾦額が低い等、
65歳以上の特に後期⾼齢者からの相談が目⽴ちました。次いで相談の多かったメ
ンタルヘルスの課題（うつ・不眠・不安・依存症・適応障害等）については、30歳
代の働き盛りの世代から多く相談がありました。人間関係でのストレスから体調を
崩し、仕事に就けない状態が⻑期にわたっている⽅が多く⾒られました。そのよう
な期間が⻑期化するほど自信を無くし、他者との関わりを避けるようになったため、
社会的孤⽴につながっているケースも少なくありませんでした。 

また、社会的孤⽴している⽅の多くは、家族関係にも問題を抱えている場合が多
く、身体機能や認知機能が低下したり、生活に困難が生じても、誰にも気付いても
らえず、一人で抱え込むケースや通院や介護等生活する上で手助けしてくれる人が
いないケースが多くありました。制度やサービスにつながったとしても、カバーし
きれない“ちょっとした困りごと“を解決しながら、住み慣れた地域で暮らし続ける
ためには、地域の⽅々の声かけや支え合いも含めた仕組みづくりが今後も鍵となる
と考えます。 

CSWは個人の困りごとに寄り添いながら、地域の課題を抽出し、 
解決に向けた取り組みを地域のみんなで進められるような支援を 
進めていきます。 
 
新しい生活様式を取り入れた取り組み 

年度の後半では新型コロナウイルス感染症拡大防止により、地域住⺠による支え
合い活動等の取り組みが減少しました。住⺠が抱える地域生活課題に対する支援や
地域の活動拠点等を支援する際には、「新しい生活様式」を取り入れる等、地域福
祉活動のあり⽅を⾒直す必要があります。つながりを絶やさない支援を継続するた
めにも、地域の⽅々をはじめ関係機関とのさらなる検討や連携が求められます。 
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Ⅱ CSW活動のまとめ 
（１）CSW活動の広がり 

CSWの活動は、広く個人や地域を対象としており、活動内容も多岐にわたるた
め、「CSWの役割がわかりづらい」といった声があることも事実です。しかし、地
域住⺠や関係機関等と連携することで、少しずつCSWの活動目的や役割を理解し
ていただけるようになってきました。CSWの強みは、世帯全員の支援に携われる
ということです。「⾼齢者」・「障がい者」・「こども」などの分野によって、相
談先が異なっていますが、CSWは世帯全体を⾒て、必要な支援につないでいくこ
とができるのです。複数の困りごとを抱えていたり、世帯人員それぞれに係る複数
の専門機関等を横につなぎ、連携・情報共有のしくみを構築し、それぞれの役割を
担っていくためのコーディネートができることも強みです。 

また、これまで積み上げてきた地域とのつながりを活かしながら、⺠生委員･児
童委員や自治会等の⽅々からも、地域住⺠として気になる（心配な）近隣の⽅や、
自らSOSを発信することが困難な⽅、どこに相談して良いかわからずに困っている
⽅等をつないでいただけるようになりました。その結果が相談件数の増加にも表れ
ていると考えます。 
 
（２）個別相談の対応 
事例１ ７０４０問題を抱える世帯への関わり 

⺟（70 代）兄弟（40 代）の 3 人世帯。⺠生委員から「気になる世帯がある」との
相談を受け訪問。世帯収入は遺族年⾦のみで、兄弟は中学校卒業後、仕事に就いたこ
とがなく、近隣との付き合いもほとんどないまま、これまで質素な生活をしていた。 

⺟が元気な間は、複数の課題を抱えながらも、何とか生活が成り⽴っていたが、数
年前からの⺟の身体状態低下に伴い、「⺟の介護」「兄弟の健康状態（かなり痩せてい
る）」「兄弟の就職」「床板の修繕」等、様々な課題が浮き彫りとなり、“自分から SOS
を出せない”まま生活をしていたことがわかった。 

CSW としては、世帯と信頼関係を丁寧に築いていくことをめざした。まず世帯が最
も心配していた「床板の修繕」を最優先課題として捉え、関係機関と調整し、無事、修
繕を済ませることができた。このことをきっかけに、世帯との信頼関係構築につなが
り、その後も「⺟の介護保険申請」や「兄弟の検診受診」等、複数の課題解決につなが
った。今後はこれまでなかった「地域住⺠との関わりの機会」をつくっていけるよう
支援していきたい。 
   
 
 
 
 

世帯との 
信頼関係 

構築 

まずは、 
一つの課題

を解決 

複数の課題
が浮き彫り

となる 

⺠⽣委員 
より相談 
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事例２ 不登校のこども達が安⼼して過ごせる居場所へ 

40代⼥性Aさんは家族（夫・娘）と同居している。CSWがAさんと出会ったきっかけ
は「ボランティアしたい」と本会に来所したことであった。窓口でCSWが話を伺うと、
「実は…」と中学生の娘さんが小学生の頃からいじめで不登校になっていることを打
ち明けてくれた。娘さんは精神疾患を患ってしまっており、そんな娘さんを辛い気持
ちで支えている⺟親のAさん自身も、ふさぎ込んでしまう様子。ボランティアをするこ
とで、気持ちの切り替えをしたいという。 

CSWとしては、まずはAさん自身が安心して過ごせる場所があると良いと感じ「良
かったら娘さんと一緒にどうぞ」と地域の居場所につないだ。居場所には、地域の⾼
齢者が中心に参加されていたため、中学生の娘さんには、同世代ではない安心感のあ
る場所となった。Aさんにとっても、娘さんが安心して過ごせる場所が⾒つかった安堵
から、親子で居場所に来るようになった。これまで、⾼齢者の居場所づくりを⾏って
きた地域福祉サポーターが、こども達が安心して過ごせるような体制を作ってくれた。
CSWはAさん親子以外の不登校の親子も居場所に誘い、複数の不登校のこどもが来ら
れる場所となり、多世代が交流する居場所に変わっていった。 

 
 
 
 

（３）地域アセスメントシートの更新 

地域アセスメントシートは、地区の基本情報や地域特性（歴史、文化、自然環境等）、
活動に取り組む中で地域が直面する課題、社会資源（地域住⺠・組織・団体の活動内
容や状況など）や地域におけるニーズ等を各地区のCSWが整理したものです。また、
それらを踏まえつつ、CSWが地域における取り組みの中で⾒えてきた課題を抽出し、
CSWとして今後取り組んでいきたいことをまとめました。 

≪アセスメントシートの項目≫ 
①基本情報（人口・⾼齢化率・自治会）、②どのような地域特性（歴史、文化、自然環境、産業
等）か、③どのようなニーズがあるか、④どのような福祉活動（フォーマル）があるか、⑤どの
ような福祉活動（インフォーマル）があるか、⑥地域に「あったらいいな」と思うもの、⑦「あ
ったらいいな」の実現のために、活用できる資源（ヒト・モノ・カネ・情報）、⑧現在取り組ん
でいること、⾒えてきた課題、⑨CSWがこれから取り組みたいこと 
 
地域を客観的に捉え、分析し、「⾒える化」することは、誰もが安心して暮らせるま

ちづくりを住⺠、関係機関・団体の皆様とともに検討する上で欠かせない取り組みで
あり、今後も継続してアセスメントシートを⾒直していきます。 

なお、次ページ以降のアセスメントシートは紙面の関係上、一部を抜粋しています。 

様々な世代
が集える居

場所へ 

不登校の 
こども達が 

いる︕ 

「実は…」
から始まっ

た 

ボランティ
アしたい 
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な

る
活

用
を

進
め

た
い

。
 

 ③
常

設
型

の
居

場
所

の
充

実
 

 
現

在
所

沢
地

区
活

動
拠

点
は

、毎
週

木
曜

日
と

金
曜

日
に

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、他
の

曜
日

で
も

活
動

を
充

実
さ

せ
た

い
。

令
和

元
年

度
は

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
に

よ
る

活
動

が
月

1回
追

加
さ

れ
た

が
、今

後
も

サ
ポ

ー
タ

ー
の

ア
イ

デ
ィ

ア
や

力
を

活
か

し
な

が
ら

活
動

を
展

開
で

き
る

と
良

い
。

ま
た

、
要

支
援

ケ
ー

ス
へ

の
対

応
に

つ
い

て
検

討
し

た
り

、
共

有
し

た
り

す
る

拠
点

と
し

た
い

。
 

 
ま

た
、

現
在

の
拠

点
だ

け
で

な
く

、
活

動
拠

点
の

開
拓

も
進

め
て

い
き

た
い

。
 

 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

所
沢

地
区

 
令

和
2年

3月
31

日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

43
,7

69
人

（
19

,8
24

世
帯

）
 市

全
体

（
R1

.9
月

現
在

） 
26

.8
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
5,

62
2人

（
11

.6
7％

）
 

松
井

地
区

 
25

.4
％

 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
27

,0
72

人
（

63
.4

3％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
5,

61
7人

（
13

.2
3％

）
 

自
治

会
数

 
46

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

5,
45

8人
（

11
.6

5％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

57
.5

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
・

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
高

齢
に

な
る

と
坂

道
が

多
い

の
で

買
物

（
近

く
に

買
物

の
で

き
る

店
が

な
い

）・
通

院
が

困
難

。
 

・
閉

じ
こ

も
り

が
ち

な
一

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

や
子

育
て

世
帯

が
い

る
の

で
、

気
軽

に
集

え
る

場
所

（
サ

ロ
ン

な
ど

）
が

あ
る

と
い

い
。

 
・

児
童

館
等

の
子

ど
も

が
遊

べ
る

場
所

、子
育

て
の

情
報

収
集

・
交

換
が

で
き

る
場

所
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

孤
立

し
て

い
る

世
帯

が
い

な
い

か
心

配
。

情
報

収
集

・
交

換
が

で
き

る
場

が
あ

る
と

い
い

。
 

・
ち

ょ
っ

と
し

た
お

手
伝

い
を

し
て

く
れ

る
方

が
い

る
と

良
い

。
 

・
災

害
（

特
に

水
害

）
の

際
、

避
難

所
が

遠
く

、
歩

い
て

い
く

こ
と

が
困

難
。

 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
⻑

年
、

地
域

で
孤

立
し

て
い

た
70

40
/8

05
0問

題
を

抱
え

る
世

帯
に

対
し

、
信

頼
関

係
の

構
築

を
図

り
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
医

療
機

関
、

住
宅

改
修

等
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

ケ
ー

ス
が

あ
っ

た
。 

・
松

井
ち

ょ
こ

っ
と

相
談

（
松

井
地

区
社

会
福

祉
協

議
会

に
て

毎
月

第
1月

曜
日

10
時

〜
12

時
）

 
毎

月
実

施
。

個
別

・
地

域
相

談
を

受
け

、情
報

提
供

や
関

係
機

関
・

CS
W

に
よ

る
継

続
支

援
に

つ
な

げ
て

い
る

ほ
か

、
日

頃
、

他
者

と
話

を
す

る
機

会
の

少
な

い
独

居
高

齢
者

が
お

し
ゃ

べ
り

を
し

に
来

る
場

所
に

も
な

っ
て

い
る

。
今

後
、

相
談

案
件

の
情

報
共

有
・

課
題

抽
出

を
行

っ
て

い
き

た
い

。
 

・
身

近
な

地
域

に
お

け
る

福
祉

体
験

の
場

（
松

井
地

区
社

会
福

祉
協

議
会

に
て

実
施

）
 

「
ま

つ
い

福
祉

体
験

講
習

会
」

で
は

、
多

数
の

参
加

が
あ

り
、

高
齢

や
障

が
い

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
で

あ
る

だ
け

で
な

く
、

体
験

を
通

じ
た

交
流

の
機

会
と

も
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

初
め

て
の

取
り

組
み

と
し

て
、

地
区

防
災

訓
練

に
地

区
社

協
と

し
て

参
加

し
、

福
祉

体
験

コ
ー

ナ
ー

を
担

当
し

た
。

 
・

サ
ロ

ン
助

成
事

業
（

松
井

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
に

て
実

施
）

 
地

区
内

に
お

け
る

サ
ロ

ン
立

ち
上

げ
・

運
営

支
援

を
実

施
。

前
年

度
8か

ら
今

年
度

は
9サ

ロ
ン

へ
の

助
成

を
行

っ
た

。
サ

ロ
ン

交
流

会
で

は
各

サ
ロ

ン
同

士
の

情
報

交
換

や
交

流
を

行
っ

た
。

 
【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

CS
W

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、地

域
住

⺠
へ

の
周

知
が

不
足

し
て

お
り

、地
域

で
孤

立
し

て
い

る
。様

々
な

形
で

の
地

域
住

⺠
や

関
係

機
関

へ
の

発
信

を
通

じ
て

、S
O

Sを
出

す
こ

と
が

困
難

な
世

帯
を

キ
ャ

ッ
チ

し
て

い
き

た
い

。
 

・
松

井
ち

ょ
こ

っ
と

相
談

で
は

、
今

後
、

住
⺠

へ
の

認
知

度
を

高
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
地

区
社

協
と

し
て

身
近

な
地

域
に

お
け

る
体

験
の

場
の

提
供

を
推

進
す

る
方

向
性

が
出

て
い

る
が

、
い

か
に

若
い

世
代

の
参

加
に

つ
な

げ
る

か
。

 
・

サ
ロ

ン
の

少
な

い
地

域
や

子
育

て
サ

ロ
ン

の
立

ち
上

げ
や

支
援

が
必

要
。

 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
地

域
住

民
・
関

係
機

関
と

連
携

し
て

の
個

別
支

援
の

実
施

 

 
 

個
別

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
ア

ン
テ

ナ
を

広
げ

、
キ

ャ
ッ

チ
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
地

域
住

⺠
・

関
係

機
関

（
地

区
社

協
、

⺠
生

委
員

児
童

委
員

、
サ

ポ
ー

タ
ー

な
ど

）
と

の
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

で
、

課
題

を
抱

え
て

い
る

世
帯

の
情

報
を

収
集

し
、

課
題

解
決

に
向

け
た

働
き

か
け

を
行

う
と

同
時

に
、

個
別

の
課

題
を

地
域

の
課

題
と

し
て

提
起

す
る

こ
と

で
、

地
域

に
お

け
る

支
援

の
輪

・
見

守
り

の
意

識
向

上
を

図
る

。
 

 ②
様

々
な

形
態

に
よ

る
身

近
な

場
所

で
の

集
い

の
場

（
居

場
所

）づ
く

り
 

高
齢

者
は

も
ち

ろ
ん

、
子

育
て

世
帯

が
増

加
し

て
い

る
地

域
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
多

世
代

型
の

集
い

の
場

が
必

要
。

学
習

支
援

や
ダ

ブ
ル

ケ
ア

、
閉

じ
こ

も
り

の
方

の
支

援
の

場
と

し
て

も
活

用
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
活

用
場

所
だ

け
で

な
く

リ
ー

ダ
ー

と
な

れ
る

方
の

開
拓

や
育

成
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。
 

地
区

社
協

に
よ

る
助

成
先

サ
ロ

ン
に

つ
い

て
は

、
サ

ロ
ン

同
士

の
情

報
交

換
・

交
流

は
も

ち
ろ

ん
、

地
区

社
協

行
事

へ
の

積
極

的
な

参
加

・
協

力
を

促
し

、
地

域
の

つ
な

が
り

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
。

 
 

③
身

近
な

地
域

に
お

け
る

ふ
く

し
学

習
の

場
の

提
供

 

福
祉

体
験

講
習

会
や

地
区

防
災

訓
練

、
⼩

中
学

校
の

ふ
く

し
授

業
等

、
様

々
な

角
度

か
ら

、
地

域
住

⺠
が

身
近

な
場

所
で

気
軽

に
ふ

く
し

体
験

・
学

習
を

す
る

機
会

を
積

極
的

に
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

福
祉

や
防

災
に

関
す

る
意

識
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
若

い
世

代
の

参
加

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
。

 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

松
井

地
区

 
令

和
2年

3月
31

日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

18
,8

85
人

（
 8

,7
61

世
帯

）
 市

全
体

 
26

.8
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
2,

22
3人

（
11

.7
7％

）
 

柳
瀬

地
区

 
21

.3
3％

 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
12

,6
34

人
（

66
.9

0％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
2,

29
2人

（
12

.1
4％

）
 

自
治

会
数

 
20

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

1,
73

6人
（

9.1
9％

）
 

自
治

会
加

入
率

 
 47

.1％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

旧
村

は
3世

代
同

居
が

多
く

、
高

齢
者

は
家

族
に

車
を

出
し

て
も

ら
わ

な
い

と
出

か
け

ら
れ

な
い

。
 

・
相

談
支

援
を

行
う

中
で

、
経

済
的

に
厳

し
い

と
い

う
お

話
を

聞
く

こ
と

も
あ

り
、

こ
ど

も
食

堂
等

の
支

 
援

が
必

要
で

は
な

い
か

と
考

え
ら

れ
る

。
試

行
実

施
し

た
こ

ど
も

食
堂

イ
ベ

ン
ト

に
、

こ
ど

も
た

ち
が

 
数

名
し

か
集

ま
ら

な
か

っ
た

。
小

学
生

以
上

の
児

童
を

対
象

に
し

た
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

、
児

童
の

参
加

 
率

が
低

い
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
な

ん
で

も
相

談
会

を
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

1箇
所

だ
け

で
な

く
、身

近
な

自
治

会
館

で
や

っ
て

欲
し

い
。 

・
既

存
の

子
育

て
サ

ロ
ン

、
サ

ー
ク

ル
な

ど
に

馴
染

め
な

い
方

が
、

同
年

代
の

方
と

こ
ど

も
の

こ
と

を
話

 
せ

る
地

域
の

居
場

所
を

求
め

て
い

る
。

 
・

朝
食

を
食

べ
な

い
で

保
育

園
に

来
て

い
る

こ
ど

も
た

ち
が

い
る

。乳
児

の
場

合
は

お
や

つ
が

出
る

の
で

、 
昼

食
ま

で
持

つ
が

、
幼

児
の

場
合

と
な

る
と

昼
食

ま
で

何
も

食
べ

な
い

状
態

で
過

ご
す

こ
と

に
な

る
。

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
夏

休
み

の
こ

ど
も

の
居

場
所

の
試

行
実

施
場

所
と

し
て

、
東

所
沢

3丁
目

の
サ

ロ
ン

会
場

を
こ

ど
も

の
居

場
所

活
動

に
使

用
し

、
平

日
25

日
間

使
用

し
た

。
⺠

生
委

員
、

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
、

サ
ロ

ン
の

運
営

ス
タ

ッ
フ

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

、
当

番
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

関
わ

っ
て

い
た

だ
い

た
。

 
・

中
学

校
で

の
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

地
域

の
キ

ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

て
実

施
で

き
た

。
東

所
沢

小
学

校
で

は
、

よ
り

実
体

験
に

近
い

授
業

に
す

る
た

め
、

地
域

住
⺠

に
よ

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
や

、
近

隣
の

福
祉

施
設

と
の

交
流

等
、

自
分

達
の

生
活

と
絡

め
た

授
業

に
取

り
組

み
始

め
て

い
る

。
 

 【
見

え
て

き
た

課
題

】
 

・
東

所
沢

３
丁

目
の

サ
ロ

ン
会

場
を

平
日

の
空

い
て

い
る

日
に

貸
し

出
し

を
し

て
い

る
が

、
サ

ロ
ン

ス
ペ

ー
 

ス
が

限
ら

れ
て

い
る

こ
と

、
運

営
ス

タ
ッ

フ
の

確
保

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

実
際

に
は

活
用

で
き

て
い

 
な

い
。

 
・

地
区

内
の

全
て

の
小

中
学

校
で

は
、「

福
祉

」
に

関
連

す
る

講
座

等
が

実
施

さ
れ

て
い

る
が

、
講

師
に

よ
る

講
演

、
疑

似
体

験
等

が
中

心
で

あ
り

、
実

感
と

し
て

の
経

験
や

、
自

分
た

ち
の

生
活

と
絡

め
た

授
業

展
開

を
進

め
た

い
と

考
え

る
が

、
授

業
数

の
確

保
が

難
し

い
現

状
も

あ
り

、
実

施
に

至
っ

て
い

な
い

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
こ

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
の

展
開

 

現
在

、
柳

瀬
地

区
に

は
こ

ど
も

食
堂

は
な

い
が

、
興

味
・

関
心

の
あ

る
方

や
、

こ
ど

も
食

堂
が

欲
し

い
と

い
う

意
見

は
時

々
聞

か
れ

る
。

夏
休

み
期

間
に

試
行

実
施

と
し

て
「

な
つ

や
す

み
 

い
っ

し
ょ

に
 

た
べ

よ
」

を
実

施
し

た
ほ

か
、

こ
ど

も
食

堂
に

向
け

た
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、

こ
ど

も
を

対
象

と
し

た
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
て

も
、

実
際

に
は

こ
ど

も
た

ち
の

参
加

が
ほ

と
ん

ど
な

い
と

い
う

現
状

で
あ

る
。

支
援

が
必

要
な

こ
ど

も
た

ち
に

、
実

際
に

利
用

さ
れ

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
地

域
の

方
と

検
討

し
て

い
き

た
い

。
 

  ②
な

ん
で

も
相

談
会

の
実

施
場

所
・回

数
の

増
加

 

自
治

会
館

等
を

使
っ

た
相

談
会

と
サ

ロ
ン

活
動

の
立

ち
上

げ
に

つ
い

て
は

、
相

談
に

行
っ

た
こ

と
を

知
ら

れ
た

く
な

い
と

い
う

意
見

が
あ

が
る

地
区

の
た

め
、

健
康

教
室

な
ど

を
や

り
つ

つ
相

談
会

の
ア

ピ
ー

ル
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

社
会

福
祉

法
人

の
公

益
的

な
取

り
組

み
で

あ
る

「
相

談
会

」
の

周
知

と
共

に
、

気
軽

に
相

談
し

て
よ

い
こ

と
の

ア
ピ

ー
ル

を
地

域
に

広
げ

て
い

き
た

い
。
 

  ③
地

区
に

あ
る

小
中

学
校

3
校

全
て

で
の

統
一

ふ
く

し
学

習
の

実
施

。
 

地
区

内
に

小
中

学
校

が
3校

あ
る

が
、

福
祉

に
関

す
る

授
業

に
つ

い
て

は
、

学
校

に
よ

っ
て

実
施

時
間

な
内

容
等

が
ま

ち
ま

ち
で

あ
る

。
小

学
校

２
校

の
生

徒
が

１
つ

の
中

学
校

に
進

学
す

る
た

め
、

小
・

中
学

校
一

連
の

流
れ

で
の

ふ
く

し
学

習
の

展
開

が
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

ま
た

、
地

域
住

⺠
や

近
隣

の
福

祉
施

設
と

の
交

流
等

、
自

分
達

の
生

活
と

絡
め

た
授

業
展

開
を

実
施

し
た

い
。

学
校

行
事

等
で

の
、

地
区

の
福

祉
施

設
と

の
交

流
は

、
職

場
体

験
や

学
校

で
の

交
流

会
等

で
既

に
行

わ
れ

て
い

る
が

、
福

祉
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
と

し
て

は
十

分
と

は
言

え
な

い
。

身
近

な
生

活
の

中
で

の
福

祉
に

つ
い

て
、

地
域

資
源

を
活

用
し

な
が

ら
、

体
験

だ
け

に
終

わ
ら

な
い

学
び

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。

 
 

 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

柳
瀬

地
区

 
令

和
2年

03
月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

22
,8

11
人

（
9,

86
0世

帯
）

 市
全

体
 

26
.8

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

2,
66

2人
（

11
.7

％
）

 
富

岡
地

区
 

31
.7

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
12

,9
14

人
（

56
,6

％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
3,

43
7人

（
15

.1
％

）
 

自
治

会
数

 
18

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

3,
79

8人
（

16
.6

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

 
61

.9
％

 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

他
地

区
に

比
べ

て
三

世
代

で
住

ん
で

い
る

世
帯

も
多

い
。

 
・

地
区

別
で

高
齢

化
率

が
市

内
第

２
位

。
 

・
バ

ス
が

通
っ

て
い

な
い

、
ま

た
は

本
数

が
少

な
い

地
域

が
あ

る
。

 
・

歩
い

て
い

け
る

距
離

に
ス

ー
パ

ー
な

ど
が

な
い

。
 

・
地

域
と

の
関

わ
り

が
希

薄
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

 
・

自
分

に
で

き
る

こ
と

は
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

人
は

多
く

い
る

が
、

支
え

合
い

に
は

結
び

つ
き

に
く

い
。 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

買
い

物
や

通
院

等
の

移
動

手
段

。
 

・
生

活
困

窮
世

帯
や

40
代

〜
50

代
の

社
会

的
孤

立
状

態
に

あ
る

人
の

居
場

所
。

 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
談

笑
タ

イ
ム

（
相

談
会

）
の

開
催

（
H

30
.10

月
〜

）
 

 
毎

月
第

１
・

３
木

曜
日

 
10

時
00

分
〜

12
時

00
分

 
富

岡
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

ロ
ビ

ー
 

サ
ロ

ン
の

形
で

地
域

住
⺠

と
顔

の
見

え
る

関
係

作
り

を
⾏

い
な

が
ら

、
個

別
ケ

ー
ス

や
地

域
ニ

ー
ズ

の
発

見
、

地
域

資
源

の
発

掘
・

開
発

を
⾏

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
開

催
し

て
い

る
。

地
域

住
⺠

が
居

場
所

と
し

て
利

⽤
し

つ
つ

、
必

要
に

応
じ

て
生

活
の

不
安

や
困

り
ご

と
を

地
域

の
住

⺠
と

共
有

す
る

場
と

な
っ

て
い

る
。

 
・

居
場

所
等

の
立

ち
上

げ
・

運
営

支
援

 
小

地
域

で
の

居
場

所
づ

く
り

の
相

談
及

び
立

ち
上

げ
・

運
営

支
援

を
⾏

っ
て

い
る

。
富

岡
福

祉
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

協
力

し
、

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

助
成

金
を

財
源

と
し

た
、

サ
ロ

ン
等

へ
の

活
動

助
成

金
を

創
設

し
た

。
 

 
【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

富
岡

地
区

は
東

⻄
に

⼤
き

く
、

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
ま

で
来

る
こ

と
が

で
き

な
い

住
⺠

も
い

る
。

相
談

会
な

ど
の

取
り

組
み

を
複

数
個

所
で

⾏
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
認

知
症

な
ど

が
進

⾏
し

て
く

る
と

、
地

域
の

サ
ロ

ン
・

居
場

所
等

で
地

域
住

⺠
だ

け
で

は
対

応
し

き
れ

な
い

と
の

声
も

上
が

っ
て

き
て

い
る

。
 

・
富

岡
地

区
内

で
も

、
地

域
に

よ
っ

て
特

徴
や

生
活

圏
、

課
題

が
異

な
る

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
富

岡
地

区
小

地
域

住
民

懇
談

会
 

現
在

、
富

岡
地

区
全

体
で

年
１

回
の

住
⺠

懇
談

会
が

⾏
わ

れ
て

い
る

が
、

地
区

が
広

範
囲

に
な

る
た

め
課

題
に

ば
ら

つ
き

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
小

地
域

ご
と

に
分

け
る

こ
と

で
住

⺠
に

と
っ

て
よ

り
⾝

近
な

地
域

で
の

ニ
ー

ズ
発

見
を

進
め

た
い

。
現

状
と

し
て

は
、３

地
区

ま
た

は
４

地
区

（
小

学
校

区
程

度
）

に
分

け
た

形
で

の
開

催
を

検
討

し
て

い
る

。
な

お
、

富
岡

地
区

は
自

治
会

単
位

で
の

活
動

が
盛

ん
で

あ
る

た
め

、
自

治
会

に
も

協
力

の
お

願
い

を
し

て
い

く
。

よ
り

⾝
近

な
地

域
で

の
ニ

ー
ズ

発
見

を
住

⺠
自

⾝
が

⾏
う

こ
と

で
、

地
域

課
題

や
地

域
活

動
へ

の
興

味
・

参
加

意
欲

を
高

め
て

い
く

こ
と

も
意

図
し

て
い

る
。

 
 

②
困

り
ご

と
の

解
決

に
向

け
た

支
援

・見
守

り
体

制
の

仕
組

み
づ

く
り

 

CS
W

に
入

る
個

別
相

談
か

ら
困

り
ご

と
の

解
決

に
向

け
た

支
援

や
見

守
り

の
体

制
づ

く
り

を
積

み
重

ね
て

い
き

、
近

所
で

暮
ら

す
住

⺠
同

⼠
で

の
助

け
あ

い
活

動
や

見
守

り
の

仕
組

み
づ

く
り

を
⾏

い
た

い
。

他
地

区
に

比
べ

て
、

三
世

代
で

住
ん

で
い

る
家

族
が

多
く

、
地

域
や

自
治

会
の

つ
な

が
り

が
強

い
地

域
だ

が
、

地
縁

の
希

薄
化

は
進

ん
で

お
り

、
SO

Sを
出

せ
な

い
で

い
る

地
域

住
⺠

や
困

り
ご

と
を

解
決

で
き

な
い

で
い

る
地

域
住

⺠
が

い
る

。助
け

あ
い

や
見

守
り

体
制

を
地

域
の

仕
組

み
と

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

住
⺠

同
⼠

が
支

え
あ

い
の

関
係

を
持

ち
な

が
ら

生
活

を
し

て
い

け
る

よ
う

支
援

を
⾏

う
。

 
一

方
で

、
富

岡
地

区
内

は
高

齢
者

や
障

害
者

な
ど

の
福

祉
関

連
施

設
も

多
く

、
暮

ら
し

の
相

談
事

業
に

参
加

し
て

い
る

事
業

所
が

6ヶ
所

あ
る

。
福

祉
関

連
施

設
と

も
協

働
し

な
が

ら
、

生
活

の
困

り
ご

と
や

不
安

を
相

談
で

き
る

場
や

困
り

ご
と

の
解

決
に

向
け

た
仕

組
み

を
つ

く
り

、
地

域
住

⺠
が

安
⼼

し
て

暮
ら

せ
る

よ
う

働
き

か
け

を
⾏

っ
て

い
く

。
 

令
和

元
年

か
ら

は
、

富
岡

福
祉

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
協

働
し

て
サ

ロ
ン

等
へ

の
活

動
助

成
金

を
創

設
し

た
。

助
成

金
も

活
⽤

し
な

が
ら

、
地

域
住

⺠
が

関
係

づ
く

り
を

⾏
え

る
居

場
所

の
立

ち
上

げ
も

支
援

し
て

い
く

。
 

 ③
C
S
W

の
認

知
度

を
上

げ
る

 

困
り

ご
と

の
相

談
先

を
知

ら
な

い
住

⺠
も

た
く

さ
ん

い
る

た
め

、
社

会
福

祉
協

議
会

や
CS

W
に

つ
い

て
の

周
知

を
⾏

う
。

ま
ず

は
地

区
内

に
あ

る
サ

ロ
ン

や
健

康
体

操
を

は
じ

め
と

す
る

地
域

の
居

場
所

や
地

区
内

の
イ

ベ
ン

ト
等

を
訪

問
し

、
地

域
住

⺠
と

CS
W

が
顔

の
見

え
る

関
係

を
構

築
す

る
 

ま
た

、
機

会
に

応
じ

て
社

協
だ

よ
り

「
ち

ゃ
お

！
」

や
チ

ラ
シ

等
を

配
布

し
、

CS
W

の
活

動
状

況
の

報
告

も
地

域
住

⺠
向

け
に

⾏
っ

て
い

く
。

 
   

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

富
岡

地
区

 
令

和
2年

3月
31

日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

28
,5

76
人

（
13

,5
86

世
帯

）
 市

全
体

 
26

.8
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
3,

34
8人

（
11

.7
％

）
 

新
所

沢
地

区
 

24
.4

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
18

,24
5人

（
63

.8
％

）
 

【
自

治
会

】
 

前
期

高
齢

者
65

〜
74

歳
 

3,
22

9人
（

11
.3

％
）

 
自

治
会

数
 

17
 

後
期

高
齢

者
75

歳
〜

 
3,

75
4人

（
13

.1
％

）
 

自
治

会
加

入
率

 
61

.7
％

 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

⻄
武

線
の

始
発

駅
の

1つ
で

も
あ

り
、

都
内

通
勤

者
の

ア
ク

セ
ス

が
良

く
利

便
性

が
高

い
。

 
・

集
合

住
宅

も
多

く
、

単
身

高
齢

者
や

虚
弱

高
齢

者
も

多
く

、
自

宅
に

と
じ

こ
も

り
が

ち
に

な
り

、
認

知
症

の
発

見
が

遅
く

な
っ

た
り

、
孤

独
死

が
問

題
に

な
っ

た
り

し
て

い
る

。
 

・
向

陽
町

や
⻘

葉
台

エ
リ

ア
に

は
⼾

建
て

住
宅

が
密

集
し

て
い

る
が

、
空

き
家

や
住

宅
の

維
持

管
理

が
困

難
に

な
っ

た
と

思
わ

れ
る

住
宅

も
い

く
つ

か
見

受
け

ら
れ

る
。

 
・

⻘
葉

台
や

向
陽

町
の

⻄
部

は
地

区
内

に
歩

い
て

⾏
け

る
範

囲
に

サ
ロ

ン
な

ど
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
場

が
、

ほ
と

ん
ど

な
い

。
 

・
ち

ょ
っ

と
し

た
困

り
ご

と
の

ニ
ー

ズ
は

高
ま

っ
て

き
て

い
る

が
、

担
い

手
不

足
や

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
が

無
く

、
お

助
け

隊
の

実
現

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

住
⺠

同
⼠

が
見

守
り

あ
う

仕
組

み
。

 
・

歩
い

て
⾏

け
る

範
囲

の
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
居

場
所

（
多

世
代

交
流

）。
 

・
ち

ょ
っ

と
し

た
困

り
ご

と
に

対
応

で
き

る
活

動
や

仕
組

み
。

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
CS

W
に

よ
る

（
個

別
・

地
域

）
ニ

ー
ズ

の
キ

ャ
ッ

チ
と

し
て

、『
ぐ

り
ー

ん
ぽ

け
っ

と
』

に
お

け
る

福
祉

な
ん

で
も

相
談

会
の

実
施

（
毎

月
第

3金
曜

日
）。

 
・「

し
ん

と
こ

福
連

」
や

「
地

域
福

祉
サ

ポ
ー

タ
ー

の
定

例
会

」
等

、
地

域
内

の
情

報
共

有
が

で
き

る
場

や
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
。

 
・

新
た

な
担

い
手

の
発

掘
の

た
め

、
講

座
参

加
者

へ
地

域
で

の
活

動
に

結
び

付
け

ら
れ

る
よ

う
、

ア
プ

ロ
ー

チ
を

⾏
っ

た
。

 
・「

し
ん

と
こ

広
場

な
な

い
ろ

（
毎

月
第

1・
3水

曜
日

）」
を

通
じ

て
、

高
齢

者
中

心
の

居
場

所
を

多
世

代
型

の
居

場
所

づ
く

り
へ

（
不

登
校

の
親

子
参

加
）。

 
【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

地
域

住
⺠

に
対

し
、

CS
W

の
周

知
が

不
足

し
て

い
る

。
 

・
講

座
の

参
加

や
サ

ー
ク

ル
活

動
な

ど
、

社
会

参
加

を
し

て
い

る
人

は
多

い
が

、
自

治
会

活
動

や
支

え
合

い
の

活
動

に
関

心
を

寄
せ

る
方

は
少

な
く

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
。

 
・

比
較

的
若

い
世

代
も

多
い

地
区

で
は

あ
る

が
、

若
い

世
代

と
CS

W
が

あ
ま

り
つ

な
が

れ
て

い
な

い
。

 
・

ち
ょ

っ
と

し
た

困
り

ご
と

に
対

応
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

ニ
ー

ズ
が

高
ま

っ
て

き
て

お
り

、
支

え
合

い
の

仕
組

み
の

構
築

が
必

要
で

あ
る

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
  
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
対
応
で
き
る
活
動
に
つ
い
て
話
合
い
を
行
う

 

様
々

な
会

議
の

場
や

、
自

治
会

・
町

内
会

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
等

の
話

し
合

い
の

機
会

に
、

ち
ょ

っ
と

し
た

困
り

ご
と

に
対

応
で

き
る

支
え

合
い

の
活

動
に

つ
い

て
、

一
緒

に
考

え
る

機
会

を
設

け
ら

れ
る

よ
う

働
き

か
け

を
⾏

い
た

い
。

 
 

 
自

治
会

・
町

内
会

の
単

位
で

、
連

携
で

き
る

よ
う

関
係

づ
く

り
を

進
め

た
い

。
 

 ②
 

高
齢

者
の

生
き

が
い

の
場

と
こ

ど
も

の
居

場
所

の
推

進
 

多
世

代
交

流
や

高
齢

者
の

生
き

が
い

の
場

と
し

て
、「

し
ん

と
こ

広
場

な
な

い
ろ

」
の

こ
ど

も
の

居
場

所
の

取
り

組
み

が
安

定
す

る
よ

う
、

側
面

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
。

こ
ど

も
の

参
加

を
定

着
さ

せ
る

た
め

、
こ

ど
も

自
身

が
担

い
手

に
な

っ
た

り
、

意
見

を
取

り
入

れ
た

り
し

た
運

営
を

助
言

し
て

い
く

。
ま

た
、

こ
の

取
り

組
み

が
地

域
で

定
着

す
る

こ
と

に
よ

り
、支

援
が

必
要

な
こ

ど
も

の
居

場
所

に
な

っ
た

り
、関

係
機

関
か

ら
相

談
や

情
報

が
入

り
や

す
く

な
っ

た
り

す
る

た
め

、
積

極
的

に
情

報
提

供
を

し
て

い
き

た
い

。
 

 

③
 

若
い

世
代

と
の

つ
な

が
り

づ
く

り
 

防
災

を
テ

ー
マ

と
し

た
イ

ベ
ン

ト
や

、
小

中
学

校
の

ふ
く

し
学

習
等

、
若

い
世

代
の

参
加

に
つ

い
て

、
様

々
な

機
会

を
通

じ
て

積
極

的
に

働
き

か
け

を
⾏

っ
て

い
く

。
地

域
の

課
題

を
共

有
し

、
若

い
世

代
が

参
加

で
き

る
支

え
合

い
の

活
動

に
つ

い
て

、
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

い
き

た
い

。
 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

新
所

沢
地

区
 

令
和

2年
3月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

16
,7

09
人

（
8,

22
1世

帯
）

 市
全

体
 

26
.8

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

2,
11

9人
（

11
.7

％
）

 
新

所
沢

東
地

区
 

23
.8

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
10

,6
17

人
（

63
.5

％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
1,

91
1人

（
11

.4
％

）
 

自
治

会
数

 
8 

後
期

高
齢

者
75

歳
〜

 
2,

06
2人

（
12

.3
％

）
 

自
治

会
加

入
率

 
 

65
.4

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

住
⺠

の
高

齢
化

に
伴

い
、

つ
な

が
り

や
み

ま
も

り
が

重
要

に
な

っ
て

き
て

い
る

が
、

閉
じ

こ
も

り
を

防
止

す
る

た
め

に
、

地
域

活
動

へ
の

参
加

を
促

し
て

も
、

参
加

し
な

い
人

も
多

い
。

 
・

地
区

内
に

は
体

操
教

室
等

は
い

く
つ

か
あ

る
が

、
気

軽
に

誰
で

も
立

ち
寄

れ
る

サ
ロ

ン
な

ど
の

居
場

所
が

少
な

い
。

 
・

ふ
く

し
掲

示
板

の
設

置
が

少
な

い
。

 
・

地
区

内
に

1ヵ
所

あ
っ

た
「

車
い

す
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」

が
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

地
域

住
⺠

同
⼠

が
交

流
を

す
る

た
め

に
も

、
地

域
の

中
に

ち
ょ

っ
と

立
ち

寄
れ

て
、

気
軽

に
お

し
ゃ

べ
り

が
で

き
る

よ
う

な
場

所
（

サ
ロ

ン
）。

 
・

多
世

代
で

交
流

で
き

る
場

。
 

・
地

域
活

動
な

ど
の

情
報

を
身

近
に

得
ら

れ
る

ツ
ー

ル
。

 
・

車
い

す
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

設
置

。
 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
し

ん
と

こ
イ

ー
ス

ト
ネ

ッ
ト

と
の

連
携

 
高

齢
者

い
た

わ
り

部
会

で
は

、
住

⺠
の

集
ま

る
場

⾯
に

お
い

て
、

CS
W

の
活

動
や

役
割

に
つ

い
て

周
知

を
行

っ
た

。
ま

た
、

こ
ど

も
健

全
育

成
部

会
で

は
、

地
区

内
の

こ
ど

も
食

堂
の

情
報

提
供

や
、

学
習

支
援

と
の

連
携

を
行

っ
た

。
 

・
個

別
相

談
の

対
応

と
し

て
、

い
わ

ゆ
る

ゴ
ミ

屋
敷

の
清

掃
や

居
場

所
や

学
習

支
援

の
場

へ
つ

な
ぐ

等
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
地

域
の

こ
ど

も
食

堂
と

連
携

し
、

気
に

な
る

親
子

へ
の

声
か

け
や

見
守

り
を

行
っ

た
。

 
・

中
学

校
で

の
ふ

く
し

学
習

で
は

、
自

治
会

や
⺠

生
委

員
、

⻑
生

ク
ラ

ブ
、

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
地

域
の

活
動

を
知

る
た

め
の

授
業

を
行

っ
た

。
 

【
見

え
て

き
た

課
題

】
 

・
元

気
な

高
齢

者
は

複
数

の
活

動
に

参
加

し
て

お
り

、
地

区
外

に
も

出
掛

け
て

い
る

。
一

方
、

地
域

と
の

接
点

を
持

ち
た

く
な

い
方

、
と

じ
こ

も
り

高
齢

者
も

多
い

。
声

を
か

け
て

も
外

に
出

な
い

方
を

ど
の

よ
う

に
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

も
た

せ
る

か
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
サ

ロ
ン

等
の

住
⺠

の
居

場
所

を
希

望
す

る
声

は
上

が
る

も
の

の
、

担
い

手
が

見
つ

か
ら

ず
、

具
体

的
な

活
動

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
地

域
情

報
の

発
信

 

▪
ふ

く
し

掲
示

板
の

設
置

 
地

域
活

動
の

情
報

を
発

信
す

る
た

め
、

ふ
く

し
掲

示
板

を
地

区
内

に
増

や
し

て
い

き
た

い
。

 

 

②
居

場
所

づ
く

り
の

取
組

み
 

▪
居

場
所

づ
く

り
の

た
め

の
懇

談
の

場
を

設
定

す
る

 
ラ

ー
ク

所
沢

や
花

園
会

館
等

、
公

的
施

設
や

町
会

館
な

ど
を

活
用

し
た

多
世

代
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

や
、

居
場

所
づ

く
り

の
た

め
の

懇
談

の
場

を
設

け
、

具
体

的
な

居
場

所
づ

く
り

に
つ

な
が

る
よ

う
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

い
き

た
い

。
 

 ▪
地

区
内

で
使

え
る

助
成

金
の

し
く

み
づ

く
り

 
し

ん
と

こ
イ

ー
ス

ト
ネ

ッ
ト

と
協

力
を

し
な

が
ら

、
地

区
内

で
使

え
る

助
成

金
の

し
く

み
を

整
理

し
て

、
自

発
的

な
取

り
組

み
を

応
援

す
る

体
制

を
整

え
て

い
き

た
い

。
 

 ③
担

い
手

の
発

掘
・
育

成
 

住
⺠

活
動

へ
意

識
を

高
め

る
た

め
の

啓
発

の
場

（
懇

談
会

や
福

祉
講

座
等

）
を

設
け

、
地

域
活

動
の

新
し

い
担

い
手

の
発

掘
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。
 

  
④

「
車

い
す

ち
ょ
い

借
り

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の

増
設

 

 
地

区
内

に
1ヵ

所
あ

っ
た

「
車

い
す

ち
ょ

い
借

り
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」

が
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
商

店
や

公
共

施
設

等
へ

ア
プ

ロ
ー

チ
し

、
新

た
な

車
い

す
ち

ょ
い

借
り

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
設

置
し

て
い

き
た

い
。

 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

新
所

沢
東

地
区

 
令

和
2年

3月
31

日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

41
,42

4人
（

19
,0

52
世

帯
）

 市
全

体
 

26
.8

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

4,
63

0人
（

11
.1

7％
）

 
三

ヶ
島

地
区

 
31

.2
％

 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
23

,8
85

人
（

57
.6

5％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
6,

24
7人

（
15

.0
8％

）
 

自
治

会
数

 
17

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

6,
66

2人
（

16
.0

8％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

 
63

.2
％

 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
三

ヶ
島

第
⼀

地
区

（
三

ヶ
島

、
和

ヶ
原

、
林

、
⻄

狭
⼭

ヶ
丘

）】
 

【
現

状
】

 
・

地
域

の
つ

な
が

り
、

関
係

が
良

好
で

地
区

ご
と

の
お

祭
り

や
催

し
の

参
加

も
積

極
的

で
顔

が
見

え
る

関
係

が
で

き
て

い
る

。
地

区
に

早
稲

田
大

学
や

県
立

芸
術

総
合

高
等

学
校

が
あ

る
。

 
・

狭
⼭

ヶ
丘

駅
か

ら
遠

く
、

車
が

な
い

と
移

動
や

買
い

物
な

ど
交

通
ア

ク
セ

ス
が

不
便

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

送
迎

サ
ー

ビ
ス

 ・
見

守
り

や
交

通
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

の
強

化
 ・

学
生

と
交

流
で

き
る

場
所

 
【

三
ヶ

島
第

二
地

区
（

東
狭

⼭
ヶ

丘
、

狭
⼭

ヶ
丘

、
若

狭
）】

 
【

現
状

】
 

・
狭

⼭
ヶ

丘
駅

周
辺

は
転

入
者

が
多

く
、

隣
近

所
と

の
関

係
も

希
薄

で
、

自
治

会
加

入
率

も
低

い
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
地

域
と

の
つ

な
が

り
や

顔
が

見
え

る
関

係
を

築
け

る
居

場
所

や
活

動
 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
み

ん
な

の
縁

側
 

み
か

じ
ま

 さ
ん

さ
ん

 
 

夏
休

み
に

６
⽇

間
の

学
習

⽀
援

を
実

施
。

地
域

住
⺠

と
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

交
流

す
る

機
会

と
な

り
、

こ
の

つ
な

が
り

を
き

っ
か

け
に

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
地

域
の

関
わ

り
が

増
え

た
。

 
・

空
ち

ゃ
ん

和
ヶ

原
 

こ
ど

も
食

堂
 

和
ヶ

原
地

区
に

お
い

て
林

小
学

校
区

を
対

象
に

こ
ど

も
食

堂
が

立
ち

上
が

り
、

１
年

が
経

過
。

１
３

区
集

会
所

を
使

用
し

て
い

る
。

主
任

児
童

委
員

が
気

に
な

る
世

帯
を

つ
な

げ
て

い
く

。
周

知
が

行
き

届
い

て
お

り
参

加
す

る
家

庭
が

急
増

し
て

い
る

。
 

・
よ

っ
て

く
ら

っ
し

ぇ
相

談
会

（
毎

月
第

４
水

曜
⽇

）
 

狭
⼭

ヶ
丘

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
ロ

ビ
ー

を
お

借
り

し
て

、
出

張
相

談
を

行
っ

て
い

る
。

入
り

口
付

近
の

人
の

目
に

付
く

と
こ

ろ
に

開
設

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
施

設
を

利
用

す
る

方
が

足
を

止
め

て
話

し
出

し
、相

談
に

つ
な

が
る

こ
と

も
多

い
。

相
談

件
数

も
⼀

定
数

あ
る

こ
と

か
ら

周
辺

地
域

か
ら

認
知

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。  

【
見

え
て

き
た

課
題

】
 

・
み

ん
な

の
縁

側
 

み
か

じ
ま

 さ
ん

さ
ん

 
周

辺
住

⺠
以

外
は

な
か

な
か

集
ま

り
に

く
く

、場
所

も
分

か
り

に
く

い
。活

用
方

法
や

周
知

方
法

が
課

題
。 

・
空

ち
ゃ

ん
和

ヶ
原

 
こ

ど
も

食
堂

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
な

ど
担

い
手

の
確

保
。

参
加

者
の

増
加

に
伴

う
各

種
対

応
。（

資
金

面
、

運
営

面
）

 
・

よ
っ

て
く

ら
っ

し
ぇ

相
談

会
 

狭
⼭

ヶ
丘

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

か
ら

離
れ

た
地

域
の

方
が

訪
れ

る
こ

と
は

難
し

く
、

利
用

者
は

⼀
部

の
住

⺠
に

限
定

さ
れ

て
い

る
。

 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
地

域
福

祉
部

会
の

見
直

し
 

こ
れ

ま
で

は
⼀

つ
の

協
議

体
で

三
ヶ

島
地

区
全

域
の

課
題

を
検

討
し

、
事

業
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

し
か

し
、

包
括

圏
域

で
は

２
地

区
あ

り
、

地
域

課
題

を
検

討
す

る
に

は
広

い
と

い
う

課
題

が
挙

が
っ

て
い

た
。

 
協

議
す

る
場

を
２

つ
に

分
け

る
意

見
も

あ
っ

た
が

、
来

年
度

は
現

状
の

形
を

継
続

し
て

行
う

。
た

だ
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

課
題

に
合

っ
た

構
成

員
の

入
れ

替
え

を
し

な
が

ら
、

意
見

交
換

を
し

て
い

く
。

 
CS

W
と

し
て

、
部

会
で

活
発

な
意

見
交

換
が

さ
れ

る
よ

う
に

ア
イ

デ
ア

の
提

案
や

、
運

営
の

⽀
援

を
行

っ
て

い
く

。 
 

 ②
「
防

災
」を

考
え

る
住

民
懇

談
会

の
開

催
 

東
狭

⼭
ヶ

丘
エ

リ
ア

で
の

ケ
ア

会
議

で
防

災
に

つ
い

て
あ

ま
り

関
心

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

三
ヶ

島
第

二
地

区
の

第
2

層
SC

と
連

携
し

、
三

ヶ
島

第
⼀

地
区

に
在

籍
し

て
い

る
防

災
士

の
協

力
を

得
て

、
小

単
位

で
の

防
災

講
話

や
H

UG
訓

練
な

ど
を

実
施

し
た

い
。

こ
の

取
り

組
み

を
通

じ
て

住
⺠

の
防

災
意

識
を

高
め

、
い

ざ
と

い
う

と
き

に
備

え
る

。
災

害
時

に
自

助
が

で
き

る
知

識
や

心
構

え
を

学
び

、
共

助
が

で
き

る
顔

が
見

え
る

関
係

づ
く

り
・

地
域

づ
く

り
を

進
め

て
い

き
た

い
。

 

 ③
地

域
福

祉
部

会
×

早
稲

田
大

学
の

コ
ラ

ボ
 
 

三
ヶ

島
地

区
に

は
早

稲
田

大
学

が
あ

り
学

生
が

多
く

行
き

来
し

て
い

る
。

そ
の

中
に

、
早

稲
田

大
学

の
教

授
が

代
表

を
務

め
、

学
生

や
社

会
人

で
構

成
さ

れ
て

い
る

NP
O

法
人

「
生

活
福

祉
フ

ァ
ク

ト
リ

ー
」

が
あ

る
。

地
域

貢
献

に
協

力
的

な
社

会
福

祉
法

人
等

も
あ

り
、

こ
れ

ら
の

法
人

に
協

力
を

得
な

が
ら

、
三

ヶ
島

に
住

む
若

者
世

代
や

子
育

て
世

代
を

取
り

込
ん

で
、

多
世

代
の

交
流

が
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
す

す
め

る
。

 
 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

三
ヶ

島
地

区
 

令
和

2年
3月

31
⽇
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

49
,6

23
人

（
22

,5
58

世
帯

）
 市

全
体

 
26

.8
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
6,

33
5人

 （
12

.8
％

）
 

小
手

指
地

区
 

25
.7

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
30

,5
14

人
 （

61
.5

％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
6,

63
6人

（
13

.４
％

）
 

自
治

会
数

 
69

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

6,
13

8人
 （

12
.4

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

59
.7

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
（

小
手

指
第

１
地

区
）

 
・

地
区

面
積

が
大

き
く

、
小

地
域

単
位

で
み

る
と

支
え

合
い

に
対

す
る

意
識

に
差

が
あ

る
。

 
（

小
手

指
第

2地
区

）
 

・
駅

前
に

マ
ン

シ
ョ

ン
が

立
ち

並
ぶ

中
で

支
え

合
い

活
動

を
積

極
的

に
行

う
場

所
も

あ
れ

ば
、

実
施

し
た

い
と

考
え

て
い

て
も

周
り

の
協

力
が

得
ら

れ
な

い
ケ

ー
ス

も
あ

る
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

（
小

手
指

第
１

地
区

）
 

・
小

地
域

単
位

で
支

え
合

い
の

活
動

を
増

や
す

。
 

（
小

手
指

第
２

地
区

）
 

・
マ

ン
シ

ョ
ン

等
集

合
住

宅
に

お
け

る
支

え
合

い
活

動
の

支
援

を
行

う
。

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
談

話
室

こ
て

ま
る

（
相

談
会

の
開

催
）

 
令

和
元

年
7

月
よ

り
毎

月
第

3
金

曜
日

の
１

４
時

３
０

分
か

ら
１

６
時

ま
で

小
手

指
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
協

議
会

室
を

使
用

し
、

住
⺠

向
け

の
相

談
会

を
開

始
し

た
。

現
状

住
⺠

の
⽅

が
相

談
に

訪
れ

る
こ

と
は

少
な

く
、

小
手

指
第

１
地

区
⺠

生
委

員
・

児
童

委
員

協
議

会
の

⽅
と

個
別

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
情

報
共

有
す

る
場

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
住

⺠
懇

談
会

 
小

手
指

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

の
地

域
福

祉
部

会
と

共
催

し
、こ

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

み
ん

な
で

支
え

合
う

ま
ち

づ
く

り
を

目
指

し
て

と
い

う
テ

ー
マ

の
も

と
、

住
⺠

懇
談

会
を

開
催

し
た

。
地

区
面

積
が

大
き

い
こ

と
か

ら
地

域
の

課
題

が
異

な
る

た
め

、
５

つ
に

分
け

て
議

論
を

行
っ

て
い

る
。

参
加

者
は

実
際

に
サ

ロ
ン

活
動

を
行

っ
て

い
る

⽅
や

⺠
生

委
員

・
児

童
委

員
の

⽅
が

多
い

。
 

【
見

え
て

き
た

課
題

】
 

・
談

話
室

こ
て

ま
る

（
相

談
会

の
開

催
）

 
小

手
指

地
区

の
誰

も
が

立
ち

寄
り

や
す

い
場

と
し

て
相

談
会

の
周

知
を

行
う

。
ま

た
、

相
談

会
場

か
ら

距
離

の
あ

る
小

手
指

第
２

地
区

の
住

⺠
の

⽅
に

向
け

て
の

相
談

⽅
法

を
検

討
す

る
。

 
・

住
⺠

懇
談

会
 

課
題

を
よ

り
明

確
に

し
て

議
論

を
す

る
た

め
、

第
１

地
区

・
第

２
地

区
に

分
け

て
開

催
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

住
⺠

の
⽅

に
地

域
福

祉
活

動
に

興
味

を
も

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

テ
ー

マ
を

検
討

す
る

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
椿

の
茶

の
間

(椿
峰

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

交
流

の
場

) 

椿
峰

コ
ニ

ュ
ニ

テ
イ

セ
ン

タ
ー

の
館

⻑
よ

り
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

交
流

の
場

づ
く

り
の

提
案

を
い

た
だ

き
、

日
頃

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

て
い

る
⽅

々
に

呼
び

掛
け

た
と

こ
ろ

、
セ

ン
タ

ー
近

隣
に

住
む

住
⺠

の
⽅

が
主

導
と

な
り

、
ト

コ
ろ

ん
元

気
百

歳
体

操
と

参
加

者
交

流
を

取
り

入
れ

た
「

椿
の

茶
の

間
」

が
発

足
し

た
。

 
開

始
当

初
は

２
、

３
名

だ
っ

た
参

加
者

が
現

在
は

多
い

時
で

３
０

名
近

く
に

な
る

日
も

あ
る

。
現

在
は

体
操

を
中

心
に

行
わ

れ
て

い
る

が
、

次
の

段
階

と
し

て
、

地
域

ケ
ア

会
議

や
住

⺠
懇

談
会

な
ど

で
関

心
が

あ
る

取
り

組
み

と
し

て
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
た

多
世

代
交

流
に

繋
げ

て
い

く
。

具
体

的
に

は
椿

の
茶

の
間

に
参

加
さ

れ
て

い
る

⽅
の

特
技

を
生

か
し

、
夏

休
み

の
こ

ど
も

に
対

し
て

自
由

研
究

の
手

伝
い

な
ど

の
取

り
組

み
を

小
手

指
第

一
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
SC

と
連

携
し

て
行

う
。

こ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

行
う

こ
と

で
椿

の
茶

の
間

の
活

動
を

広
げ

て
い

く
と

と
も

に
、

地
域

に
多

世
代

交
流

の
楽

し
み

を
広

げ
て

い
く

。
 

 

②
地

域
の

中
に

あ
る

「
支

え
合

い
の

場
」
の

見
え

る
化

 

住
⺠

懇
談

会
の

中
で

、
地

域
に

あ
る

「
支

え
合

い
の

場
」

を
知

ら
な

い
た

め
に

本
当

は
興

味
が

あ
っ

て
参

加
し

た
い

の
に

参
加

で
き

な
い

人
が

い
る

と
い

う
問

題
が

提
起

さ
れ

た
。

地
域

の
中

に
実

際
に

ど
ん

な
支

え
合

い
の

場
が

あ
り

、
活

用
す

る
に

は
ど

う
し

た
ら

よ
い

の
か

を
目

に
見

え
る

か
た

ち
で

分
か

り
、

相
談

で
き

る
よ

う
、

所
沢

市
地

域
資

源
情

報
サ

イ
ト

「
ト

コ
ま

っ
ぷ

」
を

地
域

の
中

で
繰

り
返

し
周

知
し

て
い

く
。

一
⽅

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

が
操

作
で

き
な

い
年

齢
層

な
ど

に
も

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
小

手
指

地
区

の
支

え
合

い
マ

ッ
プ

の
作

成
や

地
域

へ
の

活
用

促
進

⽅
法

な
ど

も
検

討
し

て
い

く
。

 
ま

た
、

CS
W

と
し

て
も

実
際

に
「

支
え

合
い

の
場

」
に

出
向

き
実

際
の

活
動

を
確

認
す

る
こ

と
で

、
地

域
の

⽅
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
・

マ
ッ

チ
ン

グ
に

即
時

に
対

応
で

き
る

力
を

備
え

る
。

 
 

③
「
支

え
合

い
の

場
」に

関
わ

る
人

・場
所

の
発

掘
 

 
 

支
え

合
い

の
活

動
を

行
う

際
に

地
域

福
祉

活
動

を
行

う
「

人
」

と
「

場
所

」
が

確
保

で
き

な
い

こ
と

が
課

題
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

 
「

人
」

に
つ

い
て

は
、

全
体

を
通

じ
て

支
え

合
い

活
動

の
重

要
性

・
楽

し
み

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
場

を
小

手
指

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

地
域

福
祉

部
会

と
共

催
で

実
施

す
る

住
⺠

懇
談

会
を

は
じ

め
と

し
て

、
そ

の
他

研
修

や
講

演
な

ど
を

企
画

・
実

施
し

て
い

く
。

そ
の

中
で

地
域

福
祉

活
動

に
興

味
を

持
ち

参
加

し
た

い
と

い
う

声
を

増
や

し
て

い
く

。
 

 
 

「
場

所
」

に
つ

い
て

は
自

治
会

館
な

ど
の

活
用

が
難

し
い

地
域

も
あ

る
が

、
地

域
に

あ
る

企
業

な
ど

活
用

で
き

そ
う

な
場

所
に

協
力

依
頼

を
し

て
い

く
な

ど
、活

動
の

場
を

発
掘

す
る

こ
と

で
活

動
が

活
発

に
行

わ
れ

る
環

境
作

り
を

行
う

。 
 

取
り

組
み

に
あ

た
っ

て
は

CS
W

だ
け

で
な

く
、

地
区

の
SC

の
⽅

々
と

連
携

し
て

い
く

。
 

 
 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

小
手

指
地

区
 

令
和

2年
３

月
31

日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

28
,84

7人
（

12
,8

36
世

帯
）

 市
全

体
 

26
.8

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

3,
26

4人
（

11
.3

％
）

 
山

口
地

区
 

31
.1

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
16

,6
20

人
（

57
.6

％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
4,

67
2人

（
16

.2
％

）
 

自
治

会
数

 
35

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

4,
29

1人
（

14
.9

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

52
.5

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
入

る
認

知
症

高
齢

者
の

相
談

件
数

が
増

加
し

て
い

る
。

 
・

椿
峰

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

な
ど

丘
陵

地
帯

の
た

め
坂

道
が

多
く

外
出

の
支

援
が

必
要

に
な

る
 

・
買

物
定

期
便

と
い

っ
た

住
⺠

主
体

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
が

10
年

以
上

続
い

て
い

た
も

の
の

担
い

手
不

足
で

継
続

が
難

し
く

な
っ

て
い

る
。

 
・

自
治

会
の

加
入

率
が

他
の

行
政

地
区

の
中

で
最

下
位

で
あ

る
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
認

知
症

に
な

っ
て

も
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
子

育
て

世
代

の
人

達
が

集
ま

れ
る

場
所

が
欲

し
い

。
 

・
坂

道
に

負
け

な
い

体
作

り
と

外
出

で
き

る
場

所
が

欲
し

い
。

 
・

カ
フ

ェ
な

ど
交

流
の

場
が

欲
し

い
。

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
さ

わ
や

か
談

話
室

 
山

口
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

１
階

の
部

屋（
収

容
人

数
８

名
程

度
）第

２
・

４
火

曜
日

午
前

中
CS

W
が

常
駐

し
て

い
る

。（
⺠

生
委

員
の

定
例

会
が

第
２

火
曜

日
と

い
う

こ
と

を
考

慮
し

た
。）

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
、

⺠
生

委
員

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

希
望

す
る

人
な

ど
参

加
し

て
お

り
、

人
と

人
が

つ
な

が
る

拠
点

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
相

談
を

受
け

る
場

合
も

あ
る

。
 

・
研

修
会

・
住

⺠
懇

談
会

 
山

口
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
の

福
祉

部
会

（
≒

地
区

社
協

）
に

年
４

回
出

席
。

事
務

局
と

相
談

し
て

研
修

会
と

住
⺠

懇
談

会
の

打
合

せ
を

行
な

っ
て

い
る

。
そ

の
年

度
に

実
施

内
容

を
提

案
す

る
。

福
祉

部
会

が
年

度
の

初
め

に
事

業
説

明
会

な
ど

住
⺠

向
け

に
開

催
す

る
際

に
も

「
社

協
と

は
」

と
い

う
テ

ー
マ

で
説

明
。

地
域

づ
く

り
に

向
け

た
課

題
解

決
に

役
立

つ
研

修
会

と
懇

談
会

を
提

案
し

て
い

る
。

 
 【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

さ
わ

や
か

談
話

室
 

部
屋

の
収

容
人

数
か

ら
考

え
る

と
あ

ま
り

広
く

周
知

し
て

も
難

し
い

。
ま

た
、

情
報

交
換

の
場

所
と

し
て

は
定

着
し

て
き

た
が

回
数

や
実

施
方

法
な

ど
検

討
が

必
要

 
・

研
修

会
・

住
⺠

懇
談

会
 

地
区

委
員

と
い

う
自

治
会

の
役

員
を

各
自

治
会

単
位

で
決

め
て

も
ら

っ
て

い
る

が
役

員
に

な
っ

て
も

何
を

す
る

の
か

が
理

解
し

て
い

な
い

人
が

い
る

。
い

つ
も

同
じ

よ
う

な
メ

ン
バ

ー
の

参
加

傾
向

が
あ

る
。

 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
交

流
の

場
（
椿

峰
の

み
ん

な
の

お
庭

） 

椿
峰

の
緑

道
を

歩
い

て
ま

ち
セ

ン
か

ら
５

分
程

度
の

と
こ

ろ
（

59
街

区
）

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ガ

ー
デ

ン
（

い
つ

で
も

誰
で

も
お

庭
に

関
わ

る
事

が
で

き
る

憩
い

の
場

）
が

で
き

た
。

毎
月

第
２

土
曜

日
の

午
前

中
が

活
動

予
定

日
に

な
っ

て
い

る
。

申
込

み
な

ど
不

要
で

活
動

日
以

外
で

も
立

ち
寄

れ
る

場
所

と
な

っ
て

い
る

。
 

こ
の

場
所

に
つ

い
て

CS
W

と
し

て
は

外
出

の
機

会
に

な
る

場
所

と
し

て
周

知
し

て
い

き
た

い
。

さ
ら

に
そ

の
場

所
が

こ
ど

も
か

ら
高

齢
者

な
ど

交
流

が
で

き
る

場
所

に
な

る
よ

う
な

仕
掛

け
作

り
を

提
案

し
て

い
き

た
い

。
例

え
ば

キ
ッ

チ
ン

カ
ー

や
移

動
販

売
車

な
ど

可
能

か
ど

う
か

情
報

提
供

す
る

な
ど

支
援

し
て

い
き

た
い

。
こ

う
し

た
こ

と
は

、
若

い
人

達
に

も
魅

力
が

あ
る

も
の

と
な

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

は
高

齢
者

に
と

っ
て

は
外

出
の

機
会

を
作

り
認

知
症

予
防

、
介

護
予

防
と

い
っ

た
点

か
ら

も
す

す
め

て
い

く
必

要
性

が
あ

る
。

 

②
つ

ば
き

の
わ

 

 
 

「
一

般
社

団
法

人
 

つ
ば

き
の

わ
」

と
「

つ
ば

き
の

森
の

マ
ー

ケ
ッ

ト
」

を
開

催
し

た
方

が
立

ち
上

げ
設

立
し

た
。

 
 

メ
ン

バ
ー

は
椿

峰
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
と

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
を

兼
ね

て
い

る
人

や
子

供
を

持
つ

親
な

ど
が

中
心

と
な

っ
て

い
る

。
所

沢
市

椿
峰

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

を
中

心
に

「
人

や
モ

ノ
・

コ
ト

と
つ

な
が

り
、

暮
ら

し
を

楽
し

く
す

る
」

こ
と

を
推

奨
す

る
一

般
社

団
法

人
で

す
。

①
お

出
か

け
サ

ポ
ー

ト
②

W
eb

版
つ

ば
き

の
森

の
マ

ー
ケ

ッ
ト

③
小

学
生

の
放

課
後

預
か

り
な

ど
検

討
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

現
在

定
例

会
を

木
曜

日
の

午
前

中
に

開
催

し
て

お
り

社
協

と
し

て
も

支
援

を
し

て
い

る
。

個
人

宅
を

利
用

し
て

冬
休

み
こ

ど
も

の
預

か
り

を
開

催
し

た
こ

と
か

ら
春

休
み

も
開

催
す

る
こ

と
で

決
ま

っ
た

。（
コ

ロ
ナ

感
染

対
策

を
徹

底
し

時
期

を
早

め
て

実
施

）
今

後
担

当
と

し
て

は
学

校
関

係
者

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
情

報
提

供
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

さ
わ

や
か

談
話

室
な

ど
で

も
情

報
交

換
の

場
と

し
て

周
知

し
て

い
く

。
 

③
ト

コ
ろ

ん
元

気
百

歳
体

操
 

ト
コ

ろ
ん

元
気

百
歳

体
操

が
一

つ
の

ツ
ー

ル
と

し
て

外
出

で
き

る
き

っ
か

け
に

な
れ

ば
い

い
と

考
え

、
出

前
講

座
の

依
頼

が
あ

っ
た

と
き

、
さ

ら
に

ま
ち

セ
ン

の
職

員
な

ど
に

も
体

操
の

よ
さ

を
伝

え
続

け
て

き
た

。
そ

の
結

果
3年

間
で

ト
コ

ろ
ん

元
気

百
歳

体
操

の
で

き
る

場
所

が
増

加
し

た
。

山
口

ま
ち

セ
ン

の
ホ

ー
ル

は
ト

コ
フ

ィ
ッ

ト
さ

ん
も

４
名

参
加

す
る

な
ど

定
着

し
て

い
る

。
ま

ち
セ

ン
は

自
治

会
館

が
な

い
と

こ
ろ

の
人

も
参

加
で

き
る

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

さ
ら

に
さ

わ
や

か
談

話
室

で
情

報
交

換
で

も
話

題
に

上
げ

新
た

に
自

治
会

館
で

開
催

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
椿

峰
コ

ミ
セ

ン
本

館
で

も
体

操
が

で
き

る
状

況
に

な
っ

た
。

今
後

も
住

⺠
主

体
の

取
組

み
を

す
す

め
る

に
は

身
体

を
動

か
す

機
会

に
な

る
点

と
閉

じ
こ

も
り

予
防

に
な

る
点

な
ど

考
え

て
新

た
な

地
域

で
も

検
討

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
す

す
め

て
い

き
た

い
。

自
治

会
館

等
で

開
催

さ
れ

て
い

る
会

場
に

出
向

き
困

っ
た

と
き

の
相

談
な

ど
対

応
す

る
。

住
⺠

か
ら

い
つ

で
も

困
っ

た
と

き
に

相
談

で
き

て
頼

れ
る

CS
W

を
目

指
し

て
い

く
。

 
 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

山
口

地
区

 
令

和
2年

3月
31

日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

37
,18

6人
（

17
,8

33
世

帯
）

 市
全

体
 

26
.8

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

4,
29

3人
（

11
.5

％
）

 
吾

妻
地

区
 

25
.2

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
23

,5
17

人
（

63
.2

％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
4,

84
0人

（
13

.0
％

）
 

自
治

会
数

 
11

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

4,
53

6人
（

12
.2

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

 
64

.7
％

 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

所
沢

駅
周

辺
に

は
若

い
世

代
も

住
み

出
生

数
も

増
加

し
て

い
る

。
 

・
所

沢
駅

前
の

再
開

発
が

進
行

中
で

住
吉

地
区

の
人

口
増

加
と

南
小

学
校

、
南

陵
中

学
校

の
児

童
数

の
増

加
が

予
想

さ
れ

る
。

 
・

駅
か

ら
遠

い
地

域
で

は
若

い
世

代
と

高
齢

者
の

交
流

の
機

会
が

少
な

い
。

 
・

歩
い

て
い

け
る

と
こ

ろ
に

町
内

会
の

会
館

や
集

会
所

が
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
吾

妻
ま

ち
セ

ン
が

遠
い

住
⺠

に
と

っ
て

は
近

く
で

交
流

で
き

る
場

所
が

欲
し

い
。

 
・

新
し

い
住

宅
が

増
加

す
る

傾
向

が
あ

り
子

育
て

世
代

と
高

齢
者

の
交

流
の

機
会

が
欲

し
い

。
 

・
コ

ー
ポ

ラ
ス

で
は

後
期

高
齢

者
が

増
加

し
て

お
り

様
々

な
問

題
を

解
決

で
き

る
仕

組
み

が
欲

し
い

。
 

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
二

木
の

広
場

 
 

平
成

３
０

年
度

に
荒

幡
自

治
会

に
お

い
て

住
⺠

懇
談

会
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
何

か
地

域
の

た
め

に
や

り
た

い
と

思
う

人
が

い
た

こ
と

か
ら

、
み

ん
な

の
居

場
所

作
り

を
進

め
て

き
た

。
自

治
会

館
の

開
放

に
つ

い
て

、
何

度
か

検
討

会
を

開
い

て
も

ら
う

こ
と

で
解

決
し

第
２

木
曜

日
の

午
前

中
は

使
用

が
認

め
ら

れ
た

。 
・

み
ん

な
で

あ
そ

ぼ
 

 
荒

幡
自

治
会

館
で

の
住

⺠
懇

談
会

か
ら

所
沢

市
⽴

第
２

幼
稚

園
の

協
⼒

で
、毎

月
第

４
月

曜
日

に
幼

稚
園

の
ホ

ー
ル

で
交

流
会

を
行

い
、

高
齢

者
と

こ
ど

も
達

の
ふ

れ
あ

い
の

場
に

な
っ

て
い

る
。

 
 【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

二
木

の
広

場
 

最
初

に
や

っ
て

み
た

い
と

思
っ

て
い

た
住

⺠
が

参
加

し
て

い
な

い
の

で
新

た
な

人
材

発
掘

が
必

要
。

若
い

世
代

の
参

加
で

「
も

っ
た

い
な

い
市

」
を

開
催

し
て

い
る

が
他

の
世

代
の

人
に

ど
の

よ
う

に
周

知
し

て
理

解
し

て
も

ら
え

る
か

が
課

題
。

 
・

み
ん

な
で

あ
そ

ぼ
 

⺠
生

委
員

や
近

所
の

人
し

か
参

加
で

き
て

い
な

い
。

自
⼒

で
歩

い
て

こ
ら

れ
る

人
に

限
定

し
て

い
る

こ
と

も
あ

る
が

参
加

者
の

増
加

は
な

い
。

幼
稚

園
児

を
持

つ
⺟

親
の

グ
ル

ー
プ

が
中

⼼
と

な
り

運
営

を
し

て
い

る
が

、
継

続
で

き
る

か
が

課
題

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
居

場
所

づ
く

り
 

吾
妻

地
域

包
括

⽀
援

セ
ン

タ
ー

と
協

⼒
し

て
地

域
の

現
状

把
握

を
し

た
結

果
、

荒
幡

地
区

で
住

⺠
懇

談
会

を
開

催
し

た
。

そ
の

時
に

住
⺠

主
体

の
取

り
組

み
が

で
き

れ
ば

と
考

え
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
自

治
会

館
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

進
め

て
行

っ
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

自
治

会
役

員
全

て
の

人
に

理
解

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

の
で

時
間

を
要

し
た

が
、

若
い

世
代

の
方

々
の

協
⼒

が
あ

り
、

月
に

一
度

無
料

で
荒

幡
自

治
会

館
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

今
後

も
誰

も
が

⽴
ち

寄
れ

る
居

場
所

と
な

る
よ

う
に

仕
掛

け
づ

く
り

な
ど

⽀
援

し
て

い
き

た
い

。
も

う
一

つ
の

場
所

で
あ

る
所

沢
第

２
幼

稚
園

に
お

い
て

も
同

様
に

協
⼒

⽀
援

を
し

て
い

き
た

い
。

 
 

②
こ

ど
も

支
援

 

北
秋

津
の

「
と

ん
ぼ

ハ
ウ

ス
」

こ
ど

も
食

堂
に

つ
い

て
は

男
子

児
童

の
数

が
多

く
時

々
こ

ど
も

同
士

の
揉

め
事

な
ど

も
あ

る
。

ス
タ

ッ
フ

の
⽀

援
を

継
続

し
時

に
は

学
校

、
主

任
児

童
委

員
と

情
報

交
換

を
し

て
い

く
。

 
こ

ど
も

の
問

題
が

起
き

る
前

に
乳

幼
児

の
間

か
ら

関
わ

れ
る

と
そ

の
後

⽀
援

が
必

要
に

な
っ

た
と

き
に

関
わ

り
や

す
い

、
と

い
う

声
が

あ
る

。
保

健
セ

ン
タ

ー
や

保
育

園
な

ど
と

情
報

交
換

を
進

め
て

保
育

園
な

ど
高

齢
者

が
こ

ど
も

の
見

守
り

な
ど

出
来

る
事

が
な

い
か

話
し

合
う

こ
と

を
進

め
て

い
き

た
い

。
子

育
て

⽀
援

連
絡

会
議

に
あ

わ
せ

て
打

合
せ

を
進

め
て

い
く

予
定

。
 

 

③
住

民
懇

談
会

か
ら

地
域

の
支

え
合

い
 

コ
ー

ポ
ラ

ス
の

自
治

会
役

員
に

も
住

⺠
懇

談
会

の
打

診
を

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
話

を
前

向
き

に
進

め
て

い
き

新
た

な
居

場
所

づ
く

り
の

⽀
援

を
し

て
い

き
た

い
。

 
地

域
包

括
⽀

援
セ

ン
タ

ー
に

相
談

が
あ

が
っ

て
く

る
課

題
も

情
報

共
有

し
て

い
く

。
課

題
解

決
の

仕
組

み
を

作
る

た
め

の
話

し
合

い
を

進
め

て
い

き
た

い
。

 

 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

吾
妻

地
区

 令
和

2年
3月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

元
年

9月
末

現
在

 
【

高
齢

化
率

】
令

和
元

年
9月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

23
,7

33
人

（
12

,0
32

世
帯

）
 市

全
体

 
26

.8
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
2,

49
8人

（
10

.5
％

）
 

並
木

地
区

 
34

.3
％

 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
13

,0
85

人
（

55
.1

％
）

 
【

自
治

会
】

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
3,

78
3人

（
15

.9
％

）
 

自
治

会
数

 
23

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

4,
36

7人
（

18
.4

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

 
59

.7
％

 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

一
人

親
家

庭
で

親
の

帰
り

が
遅

い
家

庭
が

多
い

。
 

・
高

齢
独

居
で

日
々

孤
食

で
あ

る
た

め
、

食
事

に
無

頓
着

に
な

り
が

ち
の

方
が

多
い

。
 

・
困

窮
・

高
齢

・
多

国
籍

・
⺟

⼦
な

ど
、

生
活

上
の

課
題

が
多

い
世

帯
が

多
い

た
め

、
地

域
で

の
⽀

え
合

 
 

 
 

 
い

に
な

か
な

か
目

が
向

か
な

い
こ

と
が

あ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
者

が
不

足
し

て
い

る
。

 
・

30
〜

50
代

で
働

け
て

い
な

い
人

や
引

き
こ

も
り

の
人

は
地

域
で

孤
立

し
が

ち
で

あ
る

。
 

・
体

操
教

室
が

多
く

活
気

の
あ

る
方

が
参

加
で

き
る

場
所

は
あ

る
が

、
虚

弱
の

方
、

ゆ
っ

く
り

過
ご

し
た

い
方

は
参

加
し

づ
ら

い
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
毎

日
通

え
る

こ
ど

も
食

堂
や

、
多

世
代

で
食

事
が

で
き

る
場

所
 

・
30

〜
50

代
が

参
加

し
や

す
い

居
場

所
 

・
ゆ

っ
く

り
お

し
ゃ

べ
り

が
で

き
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
過

ご
せ

る
サ

ロ
ン

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
ぽ

か
ぽ

か
広

場
並

木
8丁

目
（

毎
月

第
2・

4木
曜

日
16

：
30

〜
20

：
00

サ
ロ

ン
幸

福
亭

ぐ
る

り
）：

参
加

者
の

多
く

は
８

丁
目

の
県

営
団

地
に

住
む

こ
ど

も
た

ち
で

、
ひ

と
り

親
世

帯
が

多
い

。
調

理
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
新

所
沢

ロ
ー

タ
リ

ー
ク

ラ
ブ

な
ど

多
く

の
方

が
関

わ
り

運
営

し
て

い
る

。
 

・
ぽ

か
ぽ

か
ス

カ
イ

（
毎

月
第

2・
4水

曜
日

10
：

30
〜

14
：

30
ス

カ
イ

マ
ン

シ
ョ

ン
A

棟
10

3）
：

地
域

住
⺠

か
ら

の
情

報
が

あ
り

、
学

校
に

行
け

な
い

不
登

校
の

こ
ど

も
の

昼
間

の
居

場
所

づ
く

り
と

し
て

ス
タ

ー
ト

し
た

が
、

現
在

は
「

誰
で

も
参

加
で

き
る

居
場

所
」

と
し

て
開

催
し

て
い

る
。

 
・

CS
W

に
よ

る
相

談
会

：
毎

週
月

曜
日

13
：

30
〜

15
：

30
 

サ
ロ

ン
幸

福
亭

ぐ
る

り
 

毎
週

水
曜

日
13

：
30

〜
15

：
30

 
ス

カ
イ

マ
ン

シ
ョ

ン
A

棟
10

3 
 【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

ぽ
か

ぽ
か

広
場

並
木

8丁
目

：
楽

し
み

で
の

参
加

者
が

増
え

、
会

場
の

大
き

さ
か

ら
本

当
に

こ
ど

も
食

堂
が

必
要

な
方

達
が

参
加

で
き

ず
に

待
機

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
 

・
ぽ

か
ぽ

か
ス

カ
イ

：
今

後
ど

の
よ

う
に

地
域

の
方

を
巻

き
込

ん
で

い
く

か
検

討
が

必
要

。
 

・
CS

W
に

よ
る

相
談

会
：

決
ま

っ
た

方
し

か
来

な
い

た
め

、
ニ

ー
ズ

キ
ャ

ッ
チ

に
限

界
が

あ
る

。
こ

ぶ
し

町
や

並
木

2・
3

丁
目

で
の

ニ
ー

ズ
を

拾
え

な
い

。
困

っ
て

い
る

方
だ

け
で

は
な

く
、

心
配

し
て

く
れ

て
い

る
周

囲
の

人
に

も
来

て
ほ

し
い

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
並

木
8

丁
目

で
の

住
民

懇
談

会
 

（
並

木
8丁

目
こ

ど
も

懇
談

会
）

 
ぽ

か
ぽ

か
広

場
に

参
加

し
て

い
る

こ
ど

も
た

ち
が

主
体

と
な

り
、

こ
ど

も
食

堂
に

来
る

よ
う

に
な

る
前

、
こ

ど
も

食
堂

に
来

る
よ

う
に

な
っ

た
後

の
自

分
の

生
活

の
変

化
を

話
し

て
も

ら
い

、
こ

ど
も

食
堂

が
毎

日
開

催
さ

れ
る

と
ど

う
な

る
か

な
ど

話
し

合
い

を
行

い
た

い
。

そ
の

後
に

、
こ

ど
も

た
ち

か
ら

保
護

者
、

地
域

住
⺠

に
対

し
て

「
地

域
が

こ
う

な
っ

た
ら

い
い

な
」

と
語

っ
て

も
ら

い
、

懇
談

を
行

う
こ

と
で

多
世

代
が

参
加

で
き

る
地

域
づ

く
り

の
き

っ
か

け
に

し
て

い
き

た
い

。
 

 ②
C
S
W

の
周

知
 

サ
ロ

ン
や

健
康

体
操

な
ど

地
域

の
居

場
所

に
多

く
参

加
を

し
、

地
域

の
方

々
と

の
関

係
形

成
を

図
っ

て
い

く
こ

と
で

CS
W

の
周

知
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。そ
し

て
、困

り
ご

と
を

抱
え

て
い

る
本

人
も

、周
囲

の
心

配
し

て
く

れ
て

い
る

人
も

相
談

会
な

ど
に

も
気

軽
に

立
ち

寄
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。
 

 ③
相

談
会

か
ら

地
域
の

ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
場
へ
 

 
 

既
に

相
談

会
を

実
施

し
て

い
る

地
域

で
は

、
CS

W
だ

け
で

は
な

く
地

域
の

協
力

者
と

も
連

携
し

な
が

ら
常

時
困

り
ご

と
や

不
安

を
気

軽
に

話
す

こ
と

の
で

き
る

仕
組

み
を

考
え

て
い

き
た

い
。

そ
の

他
の

地
域

で
は

、
ま

ず
は

暮
ら

し
の

相
談

事
業

を
開

催
し

て
い

る
法

人
及

び
地

域
の

協
力

者
と

連
携

し
な

が
ら

既
存

の
相

談
体

制
＋

α
の

仕
組

み
（

地
域

の
方

が
話

し
相

手
と

し
て

滞
在

す
る

等
）

を
考

え
、

相
談

だ
け

で
な

く
自

分
の

思
い

を
誰

か
に

話
せ

る
場

を
作

っ
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

本
人

か
ら

の
相

談
だ

け
で

は
な

く
困

り
ご

と
を

抱
え

た
人

を
心

配
す

る
人

か
ら

も
相

談
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
広

く
周

知
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

 
  

 
 

令
和

元
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

並
木

地
区

 
令

和
2年

3月
31

日
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ボランティアの
相談をしたい 

どこに相談したら
よいかわからない 

子育てや福祉のことで
ちょっと聞きたい 

わたしのまちの 

（コミュニティソーシャルワーク担当） 

松井地区 吾妻地区 新所沢東地区 

富岡地区 柳瀬地区 所沢地区 

小手指地区 三ヶ島地区 並木地区 

山口地区 新所沢地区 

受付時間 ８：３０～１７：１５（土・日・祝を除く） 
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所沢市社会福祉協議会 地域福祉推進課 
住 所︓所沢市泉町 1861-1 

所沢市こどもと福祉の未来館 3 階 
電  話︓０４－２９２５－００４１ 
ＦＡＸ︓０４－２９２５－３４１９ 
メール︓0041m@toko-shakyo.or.jp 

 

 

 


